
山　842−2０15・7・2０（第三種郵便物認可）

■1

第 842 号 平成27年7月20日発行（毎月20日発行）
昭和 49 年 8 月 31日　第 三 種 郵 便 物 認 可

2015 年（平成 27 年）

7月号 （ No. 842 ）
公益社団法人
日 本 山 岳 会
The Japanese Alpine Club
　　　　定価１部　150 円

会員の会報購読料は年会費に 
含まれています
URL●http://www.jac.or.jp
e-mail●jac-room@jac.or.jp

▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2、第 ４土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５土曜日‥‥10〜1８時
夏季休室‥‥‥‥‥‥8月8日～16日

目　　次
平成27年度通常総会‥
新役員を承認後、理事会で小林政志会長を選出‥‥ 1
会長退任にあたって‥‥‥‥‥ 4
会長就任にあたって‥‥‥‥‥ 5
平成26年度事業報告‥ ‥‥‥‥ 6
110周年記念シンポジウム
「御嶽山噴火！」開催される‥‥ 14
東西南北‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
活動報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
　山研委員会
創立 110 周年記念事業　
日本三百名山登頂シリーズ④‥ 18
Climbing&Medicine・69‥ ‥‥‥ 19
支部だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20
　北海道支部
図書紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20
『山岳』第百十年（2015年）発刊のご案内‥‥ 21
図書受入報告‥‥‥‥‥‥‥‥ 22
新入会員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23
会務報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23
ルーム日誌‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26
会員異動‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26
INFORMATION‥‥‥‥‥‥‥ 26
編集後記‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27

■
森
会
長
挨
拶　

残
念
な
が
ら
財
政
改

革
は
次
期
執
行
部
へ
の
課
題
に

冒
頭
、
森
武
昭
会
長
は
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
た
。

「
就
任
に
あ
た
っ
て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
と
支
部
活
性
化
を
２
本
の
柱
と

し
て
会
員
増
と
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
力
を
入
れ
る
と
表
明
し
た
。
成
果
が

あ
り
昨
年
度
は
新
入
会
員
が
２
５
０
人

の
大
台
に
乗
っ
た
。し
か
し
、残
念
な
が

ら
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
退
会
さ
れ
る
方

も
多
く
、
会
員
総
数
は
横
ば
い
。
現
在

５
１
０
０
人
弱
。
会
費
を
請
求
で
き
る

会
員
は
４
６
０
０
人
く
ら
い
。
26
年
度

は
６
０
０
万
円
強
の
赤
字
で
、
大
変
厳

し
い
状
況
だ
っ
た
。
会
員
増
を
テ
ー
マ

に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
、
抜
本
的
な
改
革
を
行
な
お

う
と
し
た
。
１
年
半
に
わ
た
っ
て
検
討

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
素
案
を
お
示
し

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
期
執

行
部
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
」

■
事
業
報
告
・
決
算
報
告　

会
員
動
向

に
つ
い
て
詳
細
説
明

こ
の
日
の
総
会
に
は
１
７
９
３
人
か

ら
委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
１

４
８
３
人
が
議
決
権
を
行
使
さ
れ
た
。

出
席
者
１
３
８
人
を
合
わ
せ
３
４
１
４

人
と
な
っ
た
。
総
会
通
知
を
発
送
し
た

時
点
で
の
在
籍
者
５
０
２
３
人
の
68
・

０
％
で
、
会
員
の
過
半
数
を
上
回
っ
て

総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
。

議
案
審
議
を
開
始
し
た
。
高
原
三
平

総
務
担
当
常
務
理
事
が
26
年
度
事
業
報

告
を
、
吉
川
正
幸
財
務
担
当
常
務
理
事

が
同
決
算
報
告
を
説
明
し
た
。

〔
事
業
報
告
〕　

登
山
振
興
事
業
は
、
海

外
登
山
助
成
制
度
に
よ
っ
て
、
東
京
農

業
大
学
山
岳
会
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
タ
登

山
隊
、
学
習
院
大
学
輔
仁
会
山
岳
部
イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
な
ど
５
隊
に
助
成
。

英
文
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
ル
パ
イ
ン
・
ニ

ュ
ー
ス
』15
号
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
雪

山
天
気
予
報
、「
山
の
日
」
制
定
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る「
親
子

で
楽
し
む
山
登
り
」な
ど
の
情
報
発
信
、

登
山
教
室
・
雪
崩
対
策
講
習
会
な
ど
多

彩
な
活
動
を
実
施
し
た
。
山
岳
環
境
保

全
事
業
の
森
づ
く
り
活
動
は
全
国
32
支

部
の
う
ち
11
支
部
で
実
施
中
。
１
１
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
26
年
度
に
行
な

っ
た
の
は
学
生
部
女
子
隊
／
マ
ン
セ
イ

ル
峰
な
ど
の
海
外
登
山
、『
日
本
三
百

名
山
』発
行
な
ど
。27
年
度
に
向
け
て
準

備
し
て
い
る
の
は
ブ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
日
中
韓
３
国
学
生
交
流

登
山
、『
改
訂

新
日
本
山
岳
誌
』第
２

版
発
行
、
山
岳
医
療
シ
ン
ポ
な
ど
。

会
員
動
向
の
詳
細
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
12
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
会
員

数
を
示
し
た
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
26
年

度
は
２
５
８
人
が
入
会
し
た
が
、
２
８

平
成
27
年
度
通
常
総
会

新
役
員
を
承
認
後
、理
事
会
で
小
林
政
志
会
長
を
選
出

平
成
27
年
度
通
常
総
会
が
６
月
20
日
午
後
２
時
か
ら
東
京
・
六
番
町
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。
会
員
１
３
８
人
が
出
席
し
、
①
平
成
26
年

度
事
業
報
告
②
平
成
26
年
度
決
算
報
告
③
平
成
27
・
28
年
度
役
員
選
任　
　

に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
総

会
終
了
後
、
臨
時
理
事
会
を
開
き
、
会
長
に
小
林
政
志
理
事
を
選
出
し
た
。

（
事
業
報
告
等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）
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２
人
が
退
会
。入
会
・
退
会
と
も
こ
の
15

年
間
で
最
多
だ
。
70
歳
以
上
の
会
員
が

多
く
、
５
～
10
年
先
に
は
退
会
者
が
ぐ

っ
と
増
え
る
。
会
員
数
を
維
持
す
る
た

め
に
は
３
０
０
人
の
入
会
者
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
会
員
が
減
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
永
年
会
員
が
着
実
に
増

え
、
財
政
圧
迫
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

■
経
常
収
支
は
６
２
３
万
円
の
赤
字

〔
収
支
決
算
〕　

会
費
収
入
が
増
加
に
転

じ
、
寄
付
金
・
助
成
金
収
入
も
大
き
く

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
山
岳
会
と

し
て
過
去
最
大
級
の
収
益
・
費
用
を
計

上
し
た
。
前
年
に
続
い
て
経
常
損
益
は

赤
字
と
な
り
、
赤
字
幅
は
縮
小
し
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
が
続

い
て
い
る
。
経
常
収
益
は
１
億
２
４
３

万
円（
前
年
度
比
２
・
０
％
減
）。
経
常

外
収
益
で
１
１
０
周
年
記
念
登
山
隊
へ

の
寄
付
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
総
額
は

１
億
１
０
８
８
万
円
（
６
・
１
％
増
）‥

と
な
っ
た
。入
会
者
の
増
加
に
よ
り
、入

会
金
は
、
４
８
４
万
円（
19
・
２
％
増
）、

会
費
は
５
３
２
０
万
円（
０
・
８
％
増
）。

寄
付
金
、
補
助
金
・
助
成
金
な
ど
の
収

入
は
、
経
常
・
経
常
外
を
合
わ
せ
３
４

５
０
万
円（
25
・
４
％
増
）だ
っ
た
。

経
常
費
用
は
、『
山
岳
』『
山
』な
ど
出

版
事
業
で
経
費
増
と
な
っ
た
が
、
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
な
ど
で
減
少
し
全

体
と
し
て
２
・
６
％
減
と
な
っ
た
。
支

部
事
業
費
は
、
本
部
か
ら
各
支
部
に
交

付
さ
れ
る
運
営
交
付
金
・
支
部
事
業
助

成
金
の
ほ
か
新
入
会
員
獲
得
奨
励
金
、

特
別
事
業
助
成
金
を
含
め
３
・
６
％
増
。

上
高
地
山
研
事
業
費
は
、
上
水
道
工
事

の
た
め
に
特
定
資
産
の
取
り
崩
し
が
５

０
０
万
円
超
あ
り
、
老
朽
化
に
よ
る
維

持
費
用
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

経
常
収
益
か
ら
経
常
費
用
を
差
し
引

い
た
収
支（
当
期
経
常
増
減
額
）は
、
６

２
３
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
赤
字
幅
が
、

資
金
流
失
の
な
い
減
価
償
却
費
・
引
当

金
計
上
額
と
均
衡
し
て
い
る
た
め
、
か

ろ
う
じ
て
資
金
不
足
に
陥
ら
な
か
っ
た
。

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
は
、
海

外
登
山
基
金
や
登
山
隊
に
よ
る
募
金
に

よ
っ
て
資
金
手
当
て
が
行
な
わ
れ
る
た

め
、
経
常
外
収
益
・
費
用
と
し
て
計
上

す
る
こ
と
に
し
た
。
収
益
は
ガ
ン
ガ
プ

ル
ナ
北
稜
登
山
隊
な
ど
に
対
す
る
寄
付

金
８
４
５
万
円
、
費
用
は
１
２
６
９
万

円
。
こ
の
結
果
、
経
常
外
損
益
は
４
２

４
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
、
海
外
登
山
基
金
か
ら
４
８
８
万

円
を
取
り
崩
し
た
。

吉
永
英
明
監
事
か
ら
の
監
査
報
告
が

あ
っ
た
。
収
支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ

妥
当
で
あ
り
、
理
事
の
業
務
執
行
が
誠

実
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
と
報

告
し
た
が
、
個
人
的
意
見
と
し
て
基
礎

的
な
財
務
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
改
善
３

ヶ
年
計
画
の
策
定
に
も
留
意
し
つ
つ
運

営
さ
れ
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。
質
疑

応
答
の
あ
と
賛
否
を
求
め
た
。
公
益
社

団
法
人
と
な
り
、
承
認
は
拍
手
で
な
く
挙

手
で
行
な
う
。
一
斉
に
手
が
挙
が
っ
た
。

■
平
成
27
・
28
年
度
役
員
を
選
任

議
決
権
行
使
制
度
を
導
入

３
号
議
案
は
、
理
事
・
監
事
の
選
任

の
件
。
今
総
会
か
ら
、
書
面
に
よ
る
議

決
権
行
使
、
つ
ま
り
信
任
投
票
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
判
断
材
料
と
し

て
候
補
者
リ
ス
ト
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
の
活
動
、

本
人
記
載
に
よ
る
そ
の
他
活
動
内
容
を

掲
載
し
た
。候
補
者
案
に
関
し
て
は
、昨

年
９
月
の
理
事
会
で
基
本
方
針
を
決
定
、

審
議
し
て
も
ら
い
、
理
事
に
つ
い
て
は

３
月
、
監
事
に
つ
い
て
は
４
・
５
月
の

理
事
会
で
、
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

質
疑
応
答
後
挙
手
で
採
決
し
、
賛
成

多
数
で
承
認
。
議
決
行
使
権
は
１
４
８

３
人
が
行
使
し
、
３
号
議
案
に
つ
い
て

は
１
人
が
否
定
、
３
人
が
一
部
否
定
と

し
た
。新
役
員
は
次
の
と
お
り（
カ
ッ
コ

内
は
新
任
・
再
任
の
区
別
、
年
齢
）。

▽
理
事
＝
大
久
保
春
美（
新
・
66
）、
吉

川
正
幸
（
再
・
66
）、
小
林
政
志
（
新
・

65
）、
勝
山
康
雄（
再
・
63
）、
神
長
幹
雄

（
新
・
64
）、
山
田
和
人（
再
・
55
）、
中

山
茂
樹（
新
・
53
）、
野
口
い
づ
み（
再
・

66
）、
大
槻
利
行
（
再
・
52
）、
佐
藤
守

（
再
・
67
）、
落
合
正
治（
再
・
66
）、
山

賀
純
一（
再
・
47
）、
星
征
雅（
新
・
43
）、

永年会員数と通常会員数の推移

永年
会員数

通常
会員数
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直
江
俊
弐（
再
・
38
）、
谷
内
剛（
新
・
49
）

▽
監
事
＝
平
井
拓
雄（
新
・
70
）、
重
廣

恒
夫（
新
・
67
）

■
報
告
事
項

〔
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
〕

27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
は
、
３

月
の
理
事
会
で
承
認
し
内
閣
府
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
た
。

公
益
目
的
事
業
と
し
て
登
山
振
興
事

業
、
山
岳
研
究
調
査
事
業
、
山
岳
環
境

保
全
事
業
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
、
海
外
登
山
隊
へ

の
助
成
、
機
関
誌『
山
岳
』な
ど
。
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
事
業
（
登
山
講
習

会
の
開
催
、
冬
山
天
気
予
報
の
配
信
お

よ
び
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
の
実
施

等
）に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、全
国
11
支

部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
森
づ
く
り
事
業

を
推
進
し
、
よ
り
全
国
的
な
規
模
で
の

展
開
を
目
指
す
。
会
員
向
け
事
業
と
し

て
、
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
を
12

月
５
日
に
開
催
、
全
国
支
部
懇
談
会
は

４
月
に
四
国
で
開
催
し
た
。

会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
委
員
会

で
会
員
増
加
策
と
会
員
制
度
の
検
討
を

進
め
る
。
一
部
の
支
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
登
山
教
室
・
会
友
制
度
が
、
会
員

増
加
に
有
効
な
方
策
で
あ
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
視
野
に
入

れ
る
な
か
で
検
討
を
進
め
る
。ま
た
、寄

付
金
募
集
に
つ
い
て
、
会
員
お
よ
び
一

般
に
対
し
寄
付
金
税
制
の
周
知
を
図
る
。

会
費
収
入
は
５
４
６
０
万
円
、
事
業

収
益
は
２
０
７
８
万
円
、受
取
寄
付
金
・

助
成
金
等
と
し
て
４
０
９
９
万
円
を
見

込
ん
だ
。
会
費
収
入
は
、
前
年
度
予
算

よ
り
も
減
額
し
て
い
る
が
、
現
状
を
踏

ま
え
て
実
現
可
能
な
予
測
値
と
し
た
た

め
で
あ
る
。
経
常
費
用
は
、『
山
岳
』

『
山
』な
ど
の
出
版
事
業
に
１
４
５
０
万

円
、支
部
事
業
費
に
４
５
１
０
万
円
、上

高
地
山
岳
研
究
所
と
図
書
室
の
維
持
費

を
含
む
山
岳
調
査
研
究
事
業
費
と
し
て

９
２
８
万
円
を
計
上
し
た
。
創
立
１
１

０
周
年
記
念
事
業
は
、
海
外
登
山
へ
の

助
成
金
１
０
０
０
万
円
、
出
版
事
業
１

４
２
０
万
円
、
式
典
費
用
50
万
円
な
ど
。

〔
新
支
部
長
紹
介
〕

新
し
い
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
。
山

形
は
木
村
喜
代
志
氏（
７
７
３
４
）、
栃

木
は
渡
邉
雄
二
氏（
７
９
１
４
）、
埼
玉

は
松
本
敏
夫
氏（
１
２
０
４
７
）、
千
葉

は
三
木
雄
三
氏（
１
４
４
４
５
）、
越
後

は
遠
藤
家
之
進
正
和
氏‥

（
８
２
７
５
）。

■
臨
時
理
事
会
で
役
員
選
出

総
会
終
了
後
、
臨
時
理
事
会
が
開
か

れ
、
互
選
に
よ
り
会
長
に
小
林
政
志
理

事
を
選
出
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
長
、
小
林
政
志
▽
副
会
長
、
吉
川

正
幸
▽
同
、
大
久
保
春
美
▽
同
、
山
田

和
人
▽
常
務
理
事
、神
長
幹
雄
▽
同
、佐

藤
守臨

時
理
事
会
終
了
を
待
ち
き
れ
ず
午

後
４
時
半
か
ら
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
あ
っ
て
、
新
役
員
が
会
場
に

現
れ
、
大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

小
林
会
長
は「
山
ガ
ー
ル
が
活
躍
し
、

ま
た
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
が
大
き
な
流
れ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
に
日
本
山

岳
会
は
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
。
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
る
。
私
の
使
命
は
、
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
だ
」
な
ど
と
話

し
た
。
小
倉
董
子
会
員
が
音
頭
を
と
っ

て
乾
杯
し
、
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

■
質
疑
・
応
答　

神
奈
川
に
支
部
設
立

の
機
運
高
ま
る

俵
山
守
男
会
員（
９
７
４
２
）
説
明
資

料
の
表
記
方
法
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

山
本
良
三
会
員（
５
７
６
８
）
３
号
議

案
に
反
対
す
る
。
あ
る
会
員
を
理
事
と

し
て
推
薦
し
た
が
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
を
聞
き
た
い
。
役
員
選
出
は
、

公
選
制
に
す
べ
き
だ
。
自
薦
・
他
薦
を

含
め
立
候
補
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。

森
会
長

そ
の
会
員
に
は
別
の
役
職
に

つ
い
て
も
ら
い
、
大
所
高
所
か
ら
会
を

リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
た
い
。
公
選
制
に

つ
い
て
は
従
来
議
論
が
あ
る
が
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
難
し
い
。

意
見
と
し
て
承
り
た
い
。

臼
木
博
信
会
員（
１
２
４
１
６
）
候
補

者
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め
て
い

る
の
か
。
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
実
権

を
握
る
と
、
ず
う
っ
と
続
く
。
目
先
は

変
わ
る
が
、
内
容
は
同
じ
だ
。

森
会
長

推
薦
の
基
準
は
、
理
事
会
で

明
確
に
申
し
上
げ
て
い
る
。
会
の
現
状

に
鑑
み
、
ひ
と
つ
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
・
支
部
活
性
化
を
２
本
柱
と
し
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
財
政
基
盤
の
確
立

を
実
行
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
会
全
体

を
取
り
ま
と
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
そ

う
い
う
方
だ
。

橋
本
清
会
員（
６
０
６
６
）
会
員
の
み

な
さ
ん
に
情
報
公
開
し
た
い
。元
会
長
・

副
会
長
の
な
か
の
多
く
の
方
か
ら
意
見

を
聞
い
た
。
そ
れ
を
３
月
31
日
に
森
会

長
に
会
っ
て
伝
え
た
。

森
会
長

３
人
と
お
会
い
し
た
。
聴
く

耳
は
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

有
元
利
通
会
員（
９
７
０
３
）
事
業
計

画
に
支
部
会
計
の
適
正
化
、
応
援
体
制

の
確
立
、
新
支
部
設
立
の
推
進
な
ど
と

あ
る
。
具
体
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

吉
川
常
務

支
部
の
会
員
増
等
の
特
別

事
業
に
助
成
し
て
い
る
。
今
年
は
５
支

部
に
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
９
月
に

は
支
部
合
同
会
議
を
開
く
。
ノ
ウ
ハ
ウ

を
披
露
し
て
も
ら
い
、
全
国
に
広
げ
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。
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森
会
長　

支
部
が
な
い
の
は
東
京
23
区

と
神
奈
川
県
だ
。
神
奈
川
で
設
立
の
機

運
が
生
じ
て
お
り
、
で
き
れ
ば
今
年
度

中
に
立
ち
上
げ
た
い
。

古
市
進
会
員（
１
０
９
５
９
）　

会
員
向

け
の
事
業
と
し
て
『
山
』
だ
け
で
な
く
、

『
山
岳
』も
重
視
し
て
ほ
し
い
。

吉
川
常
務　
『
山
岳
』は
共
益
事
業
で
は

な
く
、
公
益
目
的
事
業
の
登
山
振
興
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
重
要
な
事
業
だ

植
木
淑
美
会
員（
１
２
８
９
５
）　

貸
借

対
照
表
の
未
収
会
費
４
５
０
万
円
に
は

除
籍
対
象
者
の
会
費
も
含
ま
れ
る
が
、

も
う
資
産
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

吉
川
常
務　

会
費
を
３
年
間
滞
納
す
る

と
除
籍
と
な
る
。
３
月
末
で
２
年
滞
納

し
て
い
る
会
員
が
除
籍
対
象
者
と
な
る
。

84
人
い
た
。
未
収
会
費
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
。
理
事
会
で
報
告
あ
っ
た
の

ち
催
促
し
た
結
果
、
72
人
に
減
っ
た
。

長
田
義
則
会
員（
５
４
６
５
）　

27
年
度

予
算
で
事
業
収
益
２
０
７
８
万
円
、
受

取
寄
付
金
等
４
０
９
９
万
円
と
あ
る
が
、

安
定
的
な
も
の
な
の
か
。
会
費
に
依
存
し

な
い
で
寄
付
金
な
ど
に
も
期
待
し
た
い
。

吉
川
常
務　

安
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

関
西
や
宮
崎
な
ど
で
周
年
記
念
事
業
を

支
部
会
員
の
寄
付
で
実
施
す
る
。
積
み

重
ね
る
と
、
こ
う
な
っ
た
。‥（
髙
橋
重
之
）

し
、
今
後
の
国
民
的
運
動
の
展
開
に
寄

与
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
山
岳
協
会
が
公
益
法
人
に
移

行
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
登
山
界
全
体

の
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し
、
２
０
１

４
年
３
月
で
当
会
が
所
属
し
て
い
た
東

京
都
山
岳
連
盟
に
は
東
京
多
摩
支
部
が

加
盟
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
山
岳
協

会
と
当
会
は
新
た
な
協
力
関
係
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
継
続
し
て
、「
山
の
日
」制
定
や

自
然
保
護
関
係
で
定
期
的
に
会
合
を
開

催
し
、
今
回
の
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
の
義
援

金
募
集
で
も
他
の
山
岳
団
体
と
も
歩
調

を
合
わ
せ
て
行
な
っ
て
い
る
の
は
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

わ
が
国
の
山
岳
団
体
の
体
制
に
大
き
な

指
針
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
会
は
、
今
年
で
創
立
１
１
０
年
を

迎
え
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
周
年
行
事
が

進
行
中
で
、
12
月
５
日
に
年
次
晩
餐
会

を
兼
ね
た
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を
誇
る
当
会
に

も
少
子
高
齢
化
の
大
き
な
波
が
押
し
寄

せ
、喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。会

員
数
は
５
０
０
０
人
強
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
平
均
年
齢
68
歳
と
い
う
数
字

が
、
そ
の
危
機
を
如
実
に
表
わ
し
て
い

ま
す
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
い
ろ
い

ろ
な
努
力
に
よ
り
新
入
会
員
は
着
実
に

こ
の
た
び
の
総
会
を
も
っ
て
会
長
職

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、

会
員
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
役
員
の
皆
様
の
尽
力
に
よ
り
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

私
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
と
支
部
活
性
化
を
柱
と

し
て
、
会
員
増
強
と
次
期
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
は
前
任
者
の
尾
上
元
会
長
の
発
案
で

ス
タ
ー
ト
し
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
た

と
こ
ろ
で
私
が
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
こ
の
２
年
間
で
さ
ら
に
明
る
さ

が
増
し
ま
し
た
。
学
生
部
が
活
発
な
活

動
を
展
開
し
、
１
１
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
昨
年
は
女
子
隊
が
ム
ス
タ
ン

の
未
踏
峰
に
挑
戦
し
、
登
頂
を
果
た
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
男
子
隊
が
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山
群
の
未
踏
峰
に
挑
戦

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
青
年
部

も
国
立
登
山
研
修
所
と
連
携
し
て
研
鑽

を
重
ね
、
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
着

実
に
進
め
て
い
ま
す
。
初
心
者
向
け
の

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
は
、
参
加

希
望
者
が
多
く
活
況
を
呈
し
、
新
入
会

員
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、支
部
活
性
化
で
は
、支
部
に
所

属
す
る
新
入
会
員
に
入
会
金
の
一
部
を

還
元
す
る
制
度
や
支
部
活
動
に
審
査
付

の
特
別
補
助
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

私
は
在
任
中
、
支
部
か
ら
の
招
き
に
は

極
力
出
向
き
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、各
支

部
が
実
情
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
入
会
員

の
増
加
に
も
大
い
に
寄
与
し
て
い
た
だ

き
、
特
別
補
助
の
申
請
も
昨
年
度
は
４

支
部
に
助
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
年

度
当
初
で
す
で
に
６
件
の
申
し
込
み
が
来

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、

昨
年
７
月
か
ら
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）
を
支
部
事
業
委
員
会

と
い
う
恒
久
的
委
員
会
に
格
上
げ
し
、

今
年
度
か
ら
は
委
員
も
増
強
し
て
、
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
は
、
当
会
が
提
唱
し
た「
山
の
日
」

の
祝
日
法
案
が
多
く
の
皆
様
の
尽
力
に

よ
り
国
会
で
成
立
し
、
来
年
か
ら
８
月

11
日
が
祝
日
と
な
る
こ
と
で
す
。
当
会

で
も
、
こ
れ
を
受
け
て「
山
の
日
」制
定

Ｐ
Ｔ
を「
山
の
日
事
業
委
員
会
」と
改
組

会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

会
員
番
号
９
６
２
０　

森
武
昭
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に
は
、
入
会
制
度
や
規
定
の
見
直
し
を

行
な
い
ま
す
。
こ
の
柱
を
コ
マ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
横
軸
・
重
心
に
し
、
第
１
、

第
２
の
柱
の
実
効
を
高
め
ま
す
。
そ
し

て
会
員
増
強
に
加
え
、
事
業
収
入
の
増

加
、
ひ
い
て
は
当
会
の
財
政
基
盤
の
安

定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
成
す
た
め
に
は
、
中
長
期

を
視
野
に
入
れ
た
戦
略
と
い
う
図
面
を

作
り
、
重
点
志
向
と
優
先
順
位
を
つ
け

た
実
行
計
画
へ
と
落
と
し
込
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

設
計
図
を
描
く
こ
と
こ
そ
私
の
役
割
と

認
識
し
、
業
務
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
日
本
山
岳
会
創
立
１

１
０
周
年
で
す
。
文
化
活
動
を
含
め
た

様
々
な
視
点
か
ら
記
念
事
業
が
計
画
さ

れ
、
準
備
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
山
の
日
」が
制
定
さ
れ
、
具
体
的

に
事
業
活
動
に
入
る
段
階
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
ひ
と
つ
ひ

と
つ
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
山
岳
フ

ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
一
緒
に
日
本

山
岳
会
の
新
生
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
の
た
び
の
総
会
と
そ
の
後
の
理
事

会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

山
岳
会
で
の
活
動
に
は
し
ば
ら
く
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
、
当
会
の
現
状
や
問
題
点

を
把
握
す
る
の
に
少
々
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
が
、
や
っ
と
今
、
所
信
が
固
ま

り
ま
し
た
。
尾
上
元
会
長
、
森
前
会
長

が
意
志
を
持
っ
て
行
な
っ
た
取
り
組
み

は
、
は
っ
き
り
と
し
た
成
果
と
し
て
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
基
盤
に
さ

ら
な
る
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
日

本
山
岳
会
を
再
生
に
導
き
、
未
来
に
向

か
っ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
ふ
た
り
の
会
長
経
験
者
が
進
め
て

き
た
主
な
内
容
は
、「
支
部
の
活
性
化
」

と「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
強
化
」

で
す
。
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

や
勢
い
の
あ
る
雰
囲
気
に
人
は
集
ま
っ

て
く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
よ
り
着
実
に
入
会
者
数
は
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手
会
員
の
成
長

や
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
も

芽
が
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先

輩
方
が
築
い
た
成
果
を
基
盤
に
さ
ら
な

る
改
革
を
図
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
進
め

て
い
く
施
策
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

第
１
の
柱
は「
支
部
活
性
化
」の
さ
ら

な
る
充
実
・
強
化
で
す
。
活
動
や
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
る
よ
う
推
進
し
、
そ

の
た
め
の
体
制
強
化
も
図
り
ま
す
。
第

２
の
柱
は
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

の
強
化
」で
す
。Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
内
の
青
年
部
、
学
生
部
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
体
制
を
強
化
し
、
今

ま
で
の
施
策
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
を
新
た

に
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
２
つ
の
柱
を
渦
の
中
心
に
縦
方

向
に
据
え
、
そ
れ
を
軸
に
コ
マ
の
よ
う

に
渦
を
強
く
回
し
て
、
会
員
増
強
を
図

り
ま
す
。

そ
し
て
第
３
の
柱
は
制
度
の
改
革
で

す
。
時
流
に
合
わ
な
い
制
度
や
規
定
に

手
を
加
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

会
員
番
号
７
９
１
５　

小
林
政
志

小林会長

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
物
故

者
や
退
会
者（
高
齢
に
よ
る
も
の
が
多
い
）

が
そ
れ
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
70
歳
台
後
半
に
大
き
な
会
員
数
の

ピ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
当

会
の
組
織
運
営
上
、
こ
れ
か
ら
５
年
間
が

大
き
な
勝
負
所
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
任
期
中
に
も
財
政
基
盤

Ｐ
Ｔ
で
対
応
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

会
の
基
本
理
念
に
も
関
係
す
る
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
道
半
ば
で
次
期
執
行
部
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

は
大
変
残
念
の
一
語
に
つ
き
ま
す
。
当
会

の
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、一
方
で
社
会

状
況
に
対
応
し
た
柔
軟
な
制
度
を
導
入

し
、
幅
広
い
層
で
構
成
さ
れ
る
会
に
す

べ
き
だ
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
執
行
部
が
発
足
し
、
こ
の

多
難
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、一
番
重
要
な
こ
と
は
、
多
様

な
意
見
が
あ
る
中
で
、
会
が
ひ
と
つ
に
ま

と
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
は
当
然
で
す
が
、
決
ま
っ
た
こ
と

を
着
実
に
か
つ
迅
速
に
実
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、会

員
の
皆
様
の
全
面
的
支
援
が
必
要
で
す
。

皆
様
に
、
新
し
く
発
足
す
る
理
事
会

へ
の
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



山　842−2０１5・7・2０（第三種郵便物認可）

■6

第1号議案　平成26年度事業報告（案）
要　旨
＜概要＞
平成26年度は、公益法人移行後3年目を迎え、新制度への
移行も円滑に進捗し、民間公益活動の視点から活発な活動を進
めることが出来た。
特に、コンプライアンスの徹底とガバナンスの確立に邁進す
るため、「公益法人運営委員会」を中心に、各種規程類の整備を
進めるとともに、全国32支部とのコミュニケーションの円滑
化のため支部会議の充実を図った。
さらに、公益法人化に伴う会計処理の適正化、各種寄付の増
加に対応するための必要な規程類の整備に務めた。
　
Ⅰ登山振興事業については、若年層への総合的対策として、
平成24年度にYOUTH‥CLUBの拡充改組を行ない、推進体制
の見直しを行なった結果、雪山天気予報の充実、雪崩講習会及
び冬山登山指導事業の積極的な展開など従来にも増して活性化
を図ることが出来た。
本会が提唱して始まった「山の日」制定運動は6年目に入り、
他の山岳団体と協同して進めている「山の日」制定協議会に所属
する山岳団体メンバーとして国会での祝日法改正の動きに寄与
した。
平成25年4月に発足した超党派の「山の日」制定議員連盟の
総会にオブザーバーとして出席し、資料を提供するなどして祝
日法改正の動きに寄与した。議連は8月11日を｢山の日｣とし、
平成28年から施行する、などを内容とする議員立法議案を平
成26年3月28日に衆議院に提出し、5月23日、平成28年から
8月11日を国民の祝日「山の日」とすることが決まった。
海外登山については27年度上期実施を含め5隊に助成、そ
の内、ネパール大地震により出発を延期する1隊を除き、それ
ぞれの隊が大きな成果を挙げた。
一般登山者を対象とする登山教室については、昨今の登山
ブーム及び未組織登山者の増加の影響によると思われるが希望
者も多く、形態は継続的教室、短期的講習会など様々であるが

現在、YOUTH‥CLUB及び15支部で行われている。
身体障害者支援登山は当初はごく一部の支部で始められた
が、現在は視覚障害者、知的発達障害児及び自閉症者などが健
常者と同じように登山を楽しむことを支援し、身体障害者の
心身の健康維持に貢献することを目的としている事業である。
26年度は支部間の情報交換を目的として情報交換会を実施し
た。
25年度から国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金」の助
成を得て「親子で楽しむ山登り」と題した親子登山教室のWeb
サイト（教材）掲載を開始しており、この企画は、支部の活性化
と公益活動の向上も期待出来ることから、26年度も継続して
実施した。
平成27年に本会は設立110周年を迎える。その準備のため、
110周年記念事業実行委員会では「若手会員の育成及び会員の
増強と各支部の活性化を図る」との命題を掲げ、そのための事
業を企画した。

Ⅱ山岳研究調査事業については、上高地山岳研究所を利用し
た上高地における各種登山活動、小規模水力発電の研究などを
行なっており、上高地山岳研究所が活発な活動拠点として機能
している。また、福島第一原子力発電所事故の影響把握を目的
として、山岳地域の放射線量を前年度に引き続き継続して測定
している。さらに、国土地理院が整備する地図における登山道
情報の正確性を維持・向上させるため、全国の主要な登山道に
関する情報交換を行なう等、新たな活動も進めている。

Ⅲ山岳環境保全事業については、山地が国土の70％を占め
る我国において、そこを活動のフィールドとする本会にとって
は、山岳地域の環境保護は重要課題の一つである。「高尾の森
づくりの会」は小学生から大人までを対象にそれぞれ対象者の
要望に応じた森づくり活動を進めているだけでなく、｢三宅島｣、‥
「気仙沼大島」等での活動にも取り組んでいる。それとは別に全
国11支部においても相互に連絡を取りつつ森づくりに取り組
んでいる。

常茨 城 支 部

栃 木 支 部

群 馬 支 部

埼 玉 支 部

千 葉 支 部

福 井 支 部

石 川 支 部

北 海 道 支 部

青 森 支 部

岩 手 支 部

秋 田 支 部

福 島 支 部

東 京 多 摩 支 部

山 陰 支 部

富 山 支 部

越 後 支 部

山 梨 支 部

京 都 ・ 滋 賀 支 部

関 西 支 部

信 濃 支 部

岐 阜 支 部

YOUTH 部 門

学

生

部

静 岡 支 部

北 九 州 支 部

東 九 州 支 部
熊 本 支 部

収益事業・会員サービスプロジェクトチーム

福 岡 支 部

四 国 支 部

広 島 支 部

高尾の森づくり の会

森づくり連絡協議会

宮 崎 支 部

国土地理院対応ワーキンググループ

特命部門

会

長

平成27年3月31日現在
公益社団法人�日本山岳会�組織図

集

会

委

員

会

会員増強・財政基盤検討プロジェクトチーム

監　　事

山

の

日

事

業

委

員

会

常

務

理

事

宮 城 支 部

常務理事会

会

報

編

集

委

員

会

山

岳

編

集

委

員

会

デ

ジ

タ

ル

メ

デ

ア

委

員

会

YOUTH CLUB

山 形 支 部

東 海 支 部

図

書

委

員

会

事 務 局

J
A
N

編

集

委

員

会

副

会

長

家

族

登

山

普

及

委

員

会

財

務

委

員

会

ワ

ン

ダ

フ

ゲ

ル

部

*2

総

務

委

員

会

公

益

法

人

運

営

委

員

会

文 化 部 門

ルーム検討ワーキンググループ

マッキンリーワーキンググループ

資

料

映

像

委

員

会

会員データ管理システムキンググループ

管 理 部 門

自

然

保

護

委

員

会

科

学

委

員

会

遭

難

対

策

委

員

会

医

療

委

員

会

支

部

事

業

委

員

会

青

年

部

110周年記念事業実行委員会*1

支部連携部門

同 好 会

総　　　　　　　　　　　会

評 議 員
諮問・助言

理 事 会

山

岳

研

究

所

運

営

委

員

会

ワ

キ

ン

グ

グ

ル

プ

*
2

プ

ロ

ジ

ク

ト

チ

ム

*
1

事 業 部 門

海

外

委

員

会

平成27年3月31日現在　　公益社団法人　日本山岳会　組織図
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毎年行われている自然保護全国集会は11月21日に広島市で
行なわれ、宮城支部の山地における放射能汚染調査、静岡支部
によるリニア新幹線に関する報告等が行なわれた。また、上高
地においても一般観光客に対して山岳環境保全のPRや上高地
内を案内し、自然観察を行なうネイチャーガイドを実施した。

法人管理については、平成25年10月15日には個人が本会
に寄付した場合の税額控除制度の適用に係る証明を内閣総理大
臣から受けることが出来た。
これら寄付の増加に適切に対応するため、受入体制の確立
を図り併せて規程類の整備を進めた。その結果、寄付金につい
ても多くの申し出があり、付属明細書に記載のとおり総額で
3,450万円の実績を得た。

＜会員動向＞
本会はここ10年以上にわたって、高齢化、会員減少が続い
ていたが、会員数は平成27年3月現在5036名であり、ここ
3〜 4年間は、ほぼ横ばいとなっている。それまでは毎年100
名程度減少していたが、現在は概ね歯止めが掛かりつつあり、
26年度は258名の新入会員の入会があった。

別表	 支部・委員会の活動	

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅰ－6
シンポジ
ウム・講
演会の開
催

秋田 11月22日　岩崎元郎氏講演「健康登山in秋田」
を後援。秋田市にぎわい交流館で開催。参加
者約180名

山形 一般市民対象講演会　南極越冬隊長の南極の
自然や観測隊の生活の講演会。8月31日一般
市民出席者‥約80名

Ⅰ－7
「山の日」
プロジェ
クト

東海 「山の日」制定に向け、山の恵みについて考え
ようをテーマに山岳関連総合イベント「第2回
夏山フェスタ」を愛知県産業労働センターにて
6月7〜 8日開催、。主催の実行委員会に全面
協力。6650名来場

山陰 第1回「山の日」を語る米子集会　の開催　（8
月8日　米子コンベンションセンター）参加者
300名

広島 ｢ひろしま『山の日』県民の集い｣実行委員会の
主要メンバーに、加わり、官民一体となって
ひろしま｢山の日｣県民の集いを実施してきた。
　第13回の26年度は、広島支部は5/31（土）
｢霧ケ谷湿原‥自然再生地｣（下流部2.5ha）の保
全活動を行い､ 6/1（日）には北広島会場（14名
参加）と東広島会場（21名参加）で初心者の為の
登山教室を行った。

福岡 「岳人のつどい」山の講演会。2015年2月1日
（日）映画「盲目のクライマー」上映とヒマラヤ・
トレッキング・スライド会を太宰府市太宰府
館まほろばホールにて開催。一般参加者約130
名。

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅰ-8　‥
インター
ネット

京都滋賀 支部「ホームページ」による通年の安全登山の
啓蒙、登山文化の継承活動。

DM委員
会

会務情報インターネットシステム提供（登山文
化資料の公開、登山振興事業情報の周知、登
山関係諸公的機関情報の周知支援）

Ⅰ－9　
登山教室
の実施

北海道 ＮＨＫ文化教室主催の登山教室への講師派遣
協力

宮城 地域の登山愛好家に呼びかけ、一般公募登山
（登山教室）を3回実施した。

山形 第1回公募登山7月は鳥海山にて一般参加者
17名。10月は月山に於いて一般参加者17名。
総計34名

埼玉 6月15日　第6回講習会「ハイキングレス
キュー講習」で講師は埼玉県岳連遭難対策委員
長の瀬藤氏が実施。
10月28日に第7回安全登山机上読図講習会　
11月8日現地講習。
1月24日に第10回講演会　「油断と過信その
思い込みが命取り」埼玉県警察山岳救助隊飯田
副隊長による講演で54名が参加した。。
2月21日　第8回講習会心肺蘇生法とＡＥＤ
使用方法の実施。

東京多摩 第3期初心者登山教室（4月〜6月）/受講生34
名、第3期初級登山教室（7月〜3月）/受講生
25名、第2期初級登山教室（4月〜3月）/受講
生14名。

越後 6月8日信越トレイル（関田峠〜伏野峠）で参加
者17名、9月7日信越トレイル（伏野峠〜天水
山）で参加者15名、10月5日銀の道（銀山平〜
駒の湯）で参加者28名であった。
毎回支部会員が10数名参加し、コースガイド
しながら植生や地理的・歴史的な説明を行い
登山啓蒙を行った。

石川 5月に実施　一般参加者5名ロープワーク研修
をクライミングボードと岩場の両方で行った。
講師は登攀指導有資格者の会員がボランティ
アで行った。

静岡 ハイキングセミナーの実施。4月20日寸又峡・
沢口山1425m鹿のヌタ場見学などセミナー生
14名。6月8日安倍奥・八紘嶺1918m　シロヤ
シオ等観察でセミナー生20名。
10月19日安倍奥・大谷崩ﾉ頭1999m　大谷崩
と崩壊防止・緑化の状況、フジアザミ等の観
察‥‥セミナー生30名

東海 中日文化センター・NHK文化センター・朝日
カルチャーセンターの3教室で年4期に分け通
年開講し、いずれも座学と現地山行。

関西 初心者・中級者・上級者各クラス毎に、共通
の3回の座学と、クラス毎に9回の実技講習を
行った。延べ参加者員103名。｢安全な登山の
普及｣を目的に、山登りの初心者から雪山や岩
登り等の本格的な登山を目指す方々を一般公
募して実施した。

広島 広島･呉・福山・岩国の4地区で毎月1回開催
の｢里山ハイキング｣ ･ ｢初級登山講座｣ ･ ｢中級
登山講座｣ ･ ｢親子安全登山講座｣（8月のみ実
施）の4講座、10クラスに支部会員から講師・
アシスタント講師を派遣した（延べ218名）。
受講生は市民が延べ約1,100名が受講した。
広島支部主催で39才以下を対象の ｢ﾕｰｽｸﾗﾌﾞ｣
を新設して、25回実施し、延べ80人が参加した。

四国 「初心者向け登山教室」平成26年6月〜平成27
年2月までの毎月1回、香川県（高松市周辺）で
実施。2月までの受講生延べ142名。最終回は
2月28日から一泊で、大山での雪山安全登山
講習会を実施。

福岡 「パハルフェスタin坊がつる」において、登山
講座講師派遣と自然観察会等を担当。2014年
4月26日（土）〜27日（日）、大分県九重山法華
院温泉山荘にて開催。一般参加者：50名

熊本 第12回登山教室　九重連山　5月18日。九重
山の横断道路の北にある泉水山から黒岩山の
縦走登山を実施、目的のイワカガミや石楠花
の花を観賞しながら読図や休憩の取り方など
学んだ。一般募集　参加者25名。
第3回勤労青少年登山教室　阿蘇鞍岳　7月27
日一昨年から始まった青少年のための登山教
室、今年は新聞広告や市内各所にポスター掲
示したため、若干、参加者が増加した。13名
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東九州 座学（1回の講座、1コマ1時間を2コマ）4回、
実践講座（1泊2日の山行）2回、計6回の講座
初心者を対象に募集、定員30名としたが、応
募者多数で34名まで増やして実施。講師は全
て会員が担当し、講座の資料等は全て講師の
手作りで実施。

集会委員
会

　6月22日「救急救助研修会」を実施した（通算
3回目）。参加者は21名（うち一般参加者は5
名）。

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅰ－11
登山指導

山梨 山梨県山岳レインジャー活動　7月から9月
　甲州アルプス・大蔵高丸、御坂山地・黒岳、
南アルプス・白根三山、鳳凰三山、甲斐駒ヶ岳・
仙丈ヶ岳で5回延べ8日間実施。

山陰 大山冬山パトロール（2.11及び3.14〜 .15の3
日間　会員3名、鳥取県警2名合同で山頂まで
パトロール）

遭難対策
委員会

山岳遭難防止セミナー「山岳遭難の実態と救
助現場からの声」‥　
開催日：11月25日（火）　場所：東京体育館第
1会議室　講師：長野県警察山岳遭難救助隊　
宮崎茂男隊長　参加人数：60名

Ⅰ－12
身体障害
者支援登
山

茨城 「茨城県‥自閉症協会‥協力登山」自閉症者協力登
山は、6月に支部会員による下見登山、8月2
日〜 3日に1泊2日で全員登山。参加者は自閉
症者とその家族25名、ボランティア3名、茨
城支部会員6名、合計34名で実施。　　　

埼玉 「障害者とのふれあい登山」26年4月6日一般
社団法人埼玉県障害者スポーツ協会と共同主
催で第4回ふれあい登山を実施。目的地は秩父
の小川町の仙元山と里山歩き。障がい者48名
と付き添い45名、日本山岳会埼玉支部会員30
名、スポーツ協会2名で実施。平成27年1月
10日一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会
設立10周年記念式典で埼玉支部のふれあい登
山の実績が評価され「功労賞」を受賞。

東海 「視覚障害者支援登山」：視覚障害者9名を対象
とし5月11日奥美濃の蕪山で実施。支援者26
名参加。秋は雨天中止。
「スペシャルオリンピックス愛知との登山」：4
月14・15日鈴鹿ハライドにて開催。障害児10
名参加

YOUTH‥
CUB

10月に視覚障害者登山サークル「六つ星山の
会」の焼岳登山を支援。今回は青年部が主力
だったが、今後はワンゲルも参加予定。身体
障害者等社会的弱者に登山の素晴らしさを伝
える事を目標とする。

Ⅰ―14
海外交流
事業

海外委員
会

海外登山支援体制の一環としてチベット遠征
海外登山勉強会を要請に応じて実施できる体
制を確立した。

東海 日中韓学生交流登山隊の派遣。8月6〜 12日
（韓国北漢山国立公園エコ・ラーニングセン
ター）

Ⅰ－15　
幼稚園児
から中学
生までの
体験登山

宮城 仙台市立愛子小学校が実施した5年生の泉ヶ
岳登山に指導員を派遣して協力した。

栃木 「親子登山教室｣ を夏休みに実施、一般参加者
20名。自然に触れながら親子の絆を深め、他
人と協働しながら人格育成の一助とした。

群馬 群馬県山岳連盟主催「チャレンジキッズプロジェ
クト」に協力。3月のスノーシュー体験から9月
のマチガ沢まで全4回開催　小中学生延べ37
人が参加、支部から2人を役員として派遣など

千葉 児童養護施設「晴香園」（千葉県松戸市）の課外
活動（登山）の指導及び協力。‥①金時山（9月20
日）　②陣馬山（2月21日）

東海 幼稚園児を対象として「親と子のふれあい登山
教室」10月11日・12日に鈴鹿の尾高山で実施。
本年で9回目。11日は33組66名の親子と教
師5名支部員15名、12日は59組118名の親子
と教師11名支部員15名。「親子で一緒に山に
登ると云う体験を通して、感動を分かち合い、
絆を深めると同時に都会では味わえない自然
体験を」を目的として実施。

京都滋賀「親子登山教室」5月18日、11月2日、2月25
日に実施した。　一般参加者45名。地域の親
子のための登山教室を開催した。支部会員は、
ボランティアで指導者、補助員として参加した。

関西 山の日の山行･･･6月1日、一般の方を対象に
子供･孫を含めた｢わんぱく探検｣を開催した。
参加者12名

四国 平成26年9月14日、15日に、徳島県ボーイ
スカウト連盟と共催で、登山学校を実施した。
菅生（すげおい）ロッジで宿泊、野外研修を行
ない、翌日は剣山に登った。会員7名、会員外
28名。

北九州 「さいわい幼稚園」児童の風師山遠足登山をサ
ポートした。

東九州 「第13回青少年体験登山大会」初心者を対象
に山登りの楽しさ、面白さを体験してもらい、
登山の普及につなげていくことを目的に、青
少年だけでなく、一般の初心者も対象に募集
し、1日日帰り登山を久住山で実施した。国際
山岳年（2002年）以来実施してきており、今年
で13回目。（参加者・64名）

宮崎 「こども登山教室」毎年夏休み期間中に実施、
本年は小学生〜高校生22人を支部会員18人が
指導して、自然体験活動を通じ、自然との共
存共栄を図り、自然愛護の心、団結・協調性、
忍耐力などの育成に努めた。

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅰ―16
登山道整
備

青森 「八甲田山遭難防止対策スキーコースポール立
て」2月と3月に実施　一般参加者90名。
八甲田山登山道整備ボランティアも実施。

岩手 西岳清掃登山　参加者7名　5月27日、登山
シーズンを前にゴミ拾い、登山道整備を実施
した。さらに岩手山八合目の小屋管理実施。
6名参加　8月2〜 3日

宮城 「山の日」制定を記念して泉ヶ岳清掃登山を実
施した。

秋田 「太平山山開き清掃登山」6月9日実施　一般参
加者約33名。「太平山歩道整備」11月8日、歩
道の刈り払い、ベンチ等の設置を行った。

福島 年3回、吾妻山、安達太良山における荒廃登山
道整備計画に基づき取り組んだが、天候不順
により1回のみの実施に終わった。

栃木 「日光山系清掃登山」を実施。
埼玉 12月13日・14日秩父　二子山・大持山の清掃

登山とヒマラヤ遠征報告会の実施。
千葉 「新日本山岳誌」改訂版出版のための調査山行

（16山）を行った。
東京多摩「雲取山石尾根の石積み登山道整備」5月21日・

22日、東京都レンジャーとの協働作業として、
雪解け後の登山道の石積み整備作業を行った。
支部員6名、都レンジャー5名、環境省アクティ
ブレンジャー1名、サポレン4名、計16名参加。
11月には同様活動として川苔山清掃協働作業
を行った。支部員9名、他11名、計20名。

越後 公募登山や支部会員親睦登山での清掃登山や、
弥彦山雪割草パトロールを実施した。
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富山 「高頭山登山道整備」　5月31日に実施。「播隆
祭」記念登山に先立ち、支部会員が登山道整備
を行った。

石川 「登山道整備活動」年11回実施（4月〜11月）　
一般参加16名　　金沢、白山、加賀の各市の
1ルート登山道の雑草の刈払や看板、ロープの
補修や新設等を行った。

福井 越知山登山道の整備。傾斜がきつい為、階段（50
段）ロープ（50メートル）を取り付ける作業をした。

信濃 ウェストン祭に合わせ事前に行政機関と共に
徳本峠登山道の状況調査や整備を行った。

関西 六甲東お多福山復元化活動に参加。大阪府や
各市町村が制定している自然歩道を、各自治
体と連携して、道標整備や登山道の補修を行っ
た。年間5回実施。

山陰 島根県の出雲地方と伯耆地方の山々の調査を
行い、山陰支部創立70周年を目標に「雲伯の
山々」（仮称）を発刊予定。

広島 11月29火（土）6名が参加して、聖山山頂付近
の景観回復及び環境整備を行った。同日18名
が参加して、高岳山頂付近の景観回復及び環
境整備を行った。

北九州 「英彦山清掃活動」北九州支部員19人の他、添
田町職員、山岳団体等計90人（その内、北九
州支部19人）の参加により、ゴミの回収作業
を行った。

熊本 第15回・第16回森林保全巡視登山　　4月26
日（目丸山）　12名　10月4日（高岳）9名

東九州 登山者の多い九重山系の登山ルートを毎年場
所を変えての清掃登山実施（指山観察道）

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅰ－17
山岳自然
観察会の
実施

岩手 自然観察会。仙人峠‥6月14日　一般参加者1
名、南本内岳9月6日　一般参加者7名。仙人
峠では廃れゆく峠道を探索、南本内岳では35
種類の高山植物を観察・記録した。

千葉 「房総ネイチャーハイキング」南房総の富山（と
みさん349m）で実施。講師は県立中央博物館
学芸員に依頼。県民30名参加。

東京多摩「自然観察会」一般市民対象に、8月21日「第5
回御岳山レンゲショウマ観察会」、1月7日「第
5回高尾山シモバシラ観察会」、9月27日「国立
四小高尾山自然観察ハイキング」実施。一般参
加者83名。支部員は講師、リーダー、サポー
ターとしてボランティア参加。

石川 自然観察会を県内の歴史あるハイキングコー
スで実施‥（会員の自然観察委員により、コー
スの歴史的背景や、植物の植生、生息する動物、
眺望出来る山並み等を解説。）。

福岡 自然観察登山「イズモコバイモ観察と出雲の里
山歴史紀行」2015年3月23日（土）〜25日（日）
に開催　20名参加。

熊本 一般募集で集まった登山愛好家を含め、恒例の
山の花鑑賞会実施、九重スキー場から猟師岳へ
の登山道の途中で、貴重な花である純白のオオ
ヤマレンゲの花を観賞した。参加者38名

Ⅱ―2　
山岳図書
館の運営
及び発刊
事業

山陰 「雲伯の山々」（仮称）の発刊準備・調査　（古
事記など歴史を絡めて紹介する）

図書委員
会

山岳史懇談会「編集長・辰野勇氏が語る－新生
『岳人』がめざすもの」開催　2014年9月19日
山岳図書を語る夕べ「探検家・角幡唯介さんが
語る『探検』と『本』」開催　20014年10月3日

Ⅲ―1
森づくり
活動

北海道 支笏湖復興の森づくり。NPO法人支笏湖復興
森づくりの会に協力し2007年春から参加の本
事業に北海道支部が分担する地域において

初夏のアカエゾマツ人工林の下草刈りや秋の
生長調査の実施。（・下草刈り　7月6日　参
加者‥6人　・生育調査‥10月5日　参加者8人）

青森 平成11年以来実施している「白神山地ブナ林
再生事業」を津軽森林管理署と協力して実施‥
（6月、11月に一般の協力を得て実施）。本年
は一般参加者11名。下草刈りと植樹したブナ
の生育状況調査を行った。

埼玉 緑の森博物館周辺の森づくり　下草刈り・枝
打ち・等を9月28日実施

福井 平成20年より福井県越前町より森づくりのた
めに借りている藪山の整備を進めている。散
策路の整備の為の樹木の伐採と苗木の植樹、
花壇整備、草取りなど里山の復活を目指す。
定例日以外にも、会員個人による作業が継続
されている。11月16日（日）和田小学校の親子
を文殊山に引率した。

岐阜 岐阜県林政部治山課との協働による「権現の森
林づくり」を実施、26年度作業回数は14回（4
月6日〜 11月23日）で、下刈り、育苗、林床
の手入れ。参加者は延べ101名。

東海 「猿投の森づくり活動」猿投の森と東大演習林
における森づくりと市民の森林体験のための
整備、森の幼稚園（11月8日）、森の音楽祭（10
月25日）。

関西 「本山寺山森林づくり」に関して平成24年5月
18日近畿中国森林管理局長と「社会貢献の森に
おける森林整備等の活動に関する協定書」を締
結した。高槻市の「社会貢献の森」にて、関西
支部の会員及び一般公募の会員により、毎月1
回森林整備、自然環境の保全を行った。26年
度は‥作業20回・植生調査1回・観察会2回実
施、委員会･理事会各1回開催、4/15総会開
催　会員・一般会員合計38名

宮崎 「水源の森づくり」田野の森（宮崎市）、ロキシー
ヒルの森（西都市）、野尻の森（小林市）総面積
1.1ヘクタールに広葉樹　2000本を植樹して、
毎年3回（7、9、3月）下草払い、枝打ち、補植
等の作業を行い、森林の育林・保護活動を実
施。そのほか「水源の森づくりをすすめる市民
の会」の団体会員としても活動している。26年
度は延べ35人で作業。

事業名
支部名‥
委員会名

事業内容

Ⅲ―2
山岳環境
保全活動

北海道 「高山植物盗掘防止事業」を実施、実施期間6月
1日〜 10月10日、大雪山系・十勝連峰　、監
視活動　延べ140回　実人数30名。
日高山脈幌尻岳山岳環境保全協議会と協力し
登山者排泄物による山岳環境汚染除去のため
2005年からトイレ排泄物人力運搬事業に参加。
併せて、山頂、七つ沼カール、トッタベツ岳
の清掃も実施。（9月13日-15日　参加者4人）

宮城 宮城県自然保護課が主催して毎年夏季に実施
している栗駒国定公園内の世界谷地湿原保全
対策事業に協力するため、5名の会員を派遣し
た。具体的な作業内容は湿原内のヨシとササ
の徐伐作業である。

岩手 姫神山パトロール　年4回　15人参加。最近
県外からの登山者が多くなった姫神山の植生
の保護、登山道の保全に努めた。

山形 「鳥海山ワシタカ研究会」鳥海山南麓に於いて
イヌワシの動向調査を行う。9月28日‥支部会
員8名参加。

岐阜 山岳パトロール　岐阜森林管理署内で森林保
全巡視、環境美化のため会員のうち、登録者
が巡視。



山　842−2０１5・7・2０（第三種郵便物認可）

■10

東海 猿投の森の生物調査　（赤外線定点カメラ設置）
京都滋賀 比良山系八雲ヶ原の自然保護活動に支部とし

て参加した。
比良ダンダ坊遺跡の整備、自然保護活動を支
部会員が中心となって行った。

広島 ＮＰＯ法人西中国山地自然史研究会との合同
事業として、戦後牧場として開拓された原野
を、本来の湿原に再生し、鷹などの猛禽類や
野生植物の再生を試みている。　
広島支部は4/20（土）23名（合計31名）、ひろ
しま｢山の日｣の5/31（土）22名（合計30名）が
参加して、｢霧ケ谷湿原‥自然再生地｣（下流部‥
2.5ha・上流部‥1ha））の保全活動を行った。

北九州 森林保全巡視を実施した。九州森林管理局よ
り委嘱を受けた巡視員26人が、1年間を通じ
て、夫々の山域でゴミ不法投棄の監視を始め
とする巡視活動を行った。7月29日　井原山
（11人）、11月16日　孔大寺山〜湯川山（7人）。

熊本 第15回・第16回森林保全巡視登山　
4月26日（目丸山）　12名　10月4日（高岳）9名

自然保護
委員会

「写真が語る山の自然：山岳写真データベー
ス」　広く山岳会会員や一般から過去の山岳写
真を集め、現在の山岳写真とを比べて山の植
生や環境がどう変わってきたかを比較できる
データベース。利用者は一般の登山者や研究
者。管理運営は自然保護委員会が行った。

他1－1
登山活動
指導

北海道 完遂したオホーツク分水嶺の彼方に続くカム
チャツカを含めたロシア極東地域において、
創立50周年記念事業として北海道の地理的特
性を活かした北海道支部ならではの海外登山
を計画。その前年に北大の協力の下、自然環
境生態系観察を兼ねて沿海地方の世界自然遺
産登録のシホテアリニ山脈南端の一座である
オーブラチナヤ山のプレ海外登山を実施した。
（日程8月1日〜 6日　・‥頂上到達　8月3日‥
　14時15分　・‥隊員‥13名　うち支部会員11
名うち北大関係者生態系観察隊長1名　支部
会員以外の北大関係者生態系観察隊　2名）　

青森 毎年1月に鰺ヶ沢で山岳スキー研修、春と冬
は八甲田山に夏と秋は多方面の山域に登山を
行っている。また、20周年記念行事としての
県境踏査を継続している。毎回数名から10数
名の参加者である。

東京多摩「会員向け登山基礎講座及び安全登山講習会」
定例山行/年8回実施、118名参加。平日山行
/10回実施、95名参加。奥多摩山開き＆新入
会員オリエン交歓散策山行実施、27名参加。6
月7‐8日、三支部（山梨・埼玉）合同懇親山行。
山梨支部主管開催。多摩支部から7名参加。

東海 森林力養成講座、沢登り研修会、写真山行、
森の勉強会、アイスクライミング研修会等を
実施

宮崎 登山研究会を毎月開催。情報交換、登山技術
研修会を実施。
支部30周年記念事業として刊行する「神々の
山を辿る」30座の踏査を会員56名で実施した。

集会委員
会

会員のため登山を実施（国内は7月、8月、9月、
12月、1月、2月、3月に実施、海外は6月に実施）。

事業名 支部名‥
委員会名 事業内容

他1－2
文化活動
支援

図書委員
会

図書交換会の開催　（12月6日）。
会報『山』の図書紹介と『山岳』の書評欄の、本
の選定・執筆者選定・依頼・入稿

他1－3
年次晩餐会、
支部懇談会

総務委員
会

年次晩餐会の開催（12月6日　京王プラザホテ
ル‥510名）。秩父宮記念山岳賞受賞者、海外遠
征隊による講演会の開催。

北海道 （登山技術研修）ゲレンデを活用した岩登り研
修、7-8月には沢登り研修、積雪シーズンに
山スキー、スノーシュー登山研修、12-2月
にかけて雪崩研修を座学・実習を全道で展開。
20-30名の会員が参加。

埼玉支部 全国支部懇談会を秩父市で開催して森会長を
はじめ全国の支部から201名が参加した。

関西 支部設立80周年（平成27年）に向けた活動の開始。
・記念誌の発行準備。
・‥記念山行･･･関西支部県境縦走を毎月1回
・日で12回実施、海外記念山行の具体的計画
書を作成する。

・‥記念式典の具体的内容を詰め、『山』への掲
載、他支部への案内文書を送付する。

・‥80周年記念行事への募金活動を実施する。
他1－6 会報編集 会報『山』の№827〜№838を発行した。

第2号議案　平成26年度決算報告（案）

決算概要
平成26年度は、新入会員の増加により会費収入は増加に転
じ、寄付金・助成金の収入も増加し続けていることから、日本
山岳会として過去最大級の収益と費用を計上した。寄付金等の
増加に伴い会費収入の総収入に対する割合は48％となり、初
めて50％を切ることになった。しかし、赤字幅は縮小したも
のの、前年に続いて経常損益は赤字となり、財政状況は厳しい
状況となっている。
平成27年に迎える創立110周年記念事業の一環として海外
登山基金を利用して、学生や支部の海外登山隊の派遣を行った。
また、寄付金・助成金による家族登山普及事業や、全国の森作
り活動の拡大が続いている。さらに、支部活動への助成制度を
拡充したことに伴い、支部における周年記念行事や新規事業な
どの活動が活発化してきた。以上のような新しい活動が収益と
事業費用の増加原因となっているが、同時に、日本山岳会復調
の原動力ともなりつつある。
平成26年度においては、創立110周年記念事業が開始され
たことから、経常的な事業収益、事業経費と区分するために、
110周年記念事業に関する収益と事業費については、経常外収
益、経常外費用として、正味財産増減計算書（損益計算書）に開
示することとした。

第２号議案 平成 26 年度決算報告（案）

決 算 概 要

平成 年度は、新入会員の増加により会費収入は増加に転じ、寄付金・助成金の収

入も増加し続けていることから、日本山岳会として過去最大級の収益と費用を計上した。

寄付金等の増加に伴い会費収入の総収入に対する割合は ％となり、初めて ％を切

ることになった。しかし、赤字幅は縮小したものの、前年に続いて経常損益は赤字とな

り、財政状況は厳しい状況となっている。

平成 年に迎える創立 周年記念事業の一環として海外登山基金を利用して、学

生や支部の海外登山隊の派遣を行った。また、寄付金・助成金による家族登山普及事業

や、全国の森作り活動の拡大が続いている。さらに、支部活動への助成制度を拡充した

ことに伴い、支部における周年記念行事や新規事業などの活動が活発化してきた。以上

のような新しい活動が収益と事業費用の増加原因となっているが、同時に、日本山岳会

復調の原動力ともなりつつある。

平成 年度においては、創立 周年記念事業が開始されたことから、経常的な事

業収益、事業経費と区分するために、 周年記念事業に関する収益と事業費について

は、経常外収益、経常外費用として、正味財産増減計算書（損益計算書）に開示するこ

ととした。

入会金, 4,840 , 
4.4%

会費収入, 53,208 , 
48.0%

広告料収益, 1,847 , 
1.7%

山研使用料, 2,314 , 
2.1%

その他事業収益, 8,626 , 
7.8%

助成金・寄付金, 26,048 , 
23.5%

110周年登山隊寄付, 8,454 , 
7.6%

その他収益, 5,547 , 
5.0%

平成26年度の収益構成

‥
収入と寄付金などの増加
当会の経常収益合計額は、対前年度比で微減して、102,429
千円となった。しかし、経常外収益に110周年記念事業の登山
隊への寄付金等が8,453千円、計上されているので収益の総額
は、110,882千円に達し、前年比6.1％の6,415千円が増加する
結果となった。
入会者の増加により、入会金は、4,840千円（前年比19.2％
増）、受取会費については53,207千円（前年比0.8％増）となり、
退会者と会費滞納者は依然多いものの会員からの収入は復調し
つつある。
また、寄付金、補助金・助成金などの収入は、経常収益
で、26,047千円、経常外収益で、8,453千円となり、その合計
金額34,501千円は、前年比で25.4％増加した。また、事業収
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益は、12,786千円となって、前年比で3.9％増加した。雑収益
5,513千円の内訳は登山教室などの収入など雑多なものである
が、29.3％の減少となった。

収入と寄付金などの増加

当会の経常収益合計額は、対前年度比で微減して、 千円となった。しかし、

経常外収益に 周年記念事業の登山隊への寄付金等が 千円、計上されているの

で収益の総額は、 千円に達し、前年比 ％の 千円が増加する結果とな

った。

入会者の増加により、入会金は、 千円（前年比 ％増）、受取会費について

は 千円（前年比 ％増）となり、退会者と会費滞納者は依然多いものの会員

からの収入は復調しつつある。

また、寄付金、補助金・助成金などの収入は、経常収益で、 千円、経常外収

益で、 千円となり、その合計金額 千円は、前年比で ％増加した。ま

た、事業収益は、 千円となって、前年比で ％増加した。雑収益 千円の

内訳は登山教室などの収入など雑多なものであるが、 ％の減少となった。

事業費と管理費の減少

事業費については、合計 千円となり、前年度比 千円の減少となった。

この主な要因は、 事業予算の削減と、その他事業費に昨年度の 国学生交

流登山の主催国としての負担 千円が当年度に無くなったことによるものである。

しかし、「山」、「山岳」、「ＪＡＮ」発行のための出版事業費は、消費税増税と物価上昇

に伴い ％、 千円増加しており、事業費総額の減少幅は、 ％に留まってい

る。

4,840 

53,208 

1,847 

2,314 

8,626 

26,048 

8,454 

5,547 

4,060 

52,773 

2,031 

2,250 

8,024 

27,496 

7,834 

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

入会金

会費収入

広告料収益

山研使用料

その他事業収益

助成金・寄付金

110周年登山隊寄付

その他収益

総収益のグラフ

平成25年度 平成26年度

事業費と管理費の減少
事業費については、合計104,569千円となり、前年度比2,748
千円の減少となった。この主な要因は、YOUTH‥CLUB事業
予算の削減と、その他事業費に昨年度の3国学生交流登山の主
催国としての負担2,551千円が当年度に無くなったことによる
ものである。しかし、『山』、『山岳』、『ＪＡＮ』発行のための出
版事業費は、消費税増税と物価上昇に伴い14.3％、1,943千円
増加しており、事業費総額の減少幅は、2.6％に留まっている。

支部事業費は、本部からの各支部に交付される運営交付金及び支部事業助成金

千円、当年度からの新入会員獲得奨励金 千円、特別事業助成金 千円を含む支

部の活動費用であるが、各支部の活性化により ％、 千円増となった。

上高地山岳研究所事業費は、減少しているように見えるが、上水道工事のために固定

資産として支出した金額が当年度は 百万円を超えている。老朽化による実質的な維持

費用の増加となっている。

管理費（間接費）については、経費節減に努めた結果、 千円となり僅かに減少

した。以上の結果として事業費と管理費の合計である経常費用は、 千円となり、

前年度比 千円、 ％の減少となった。

経常損益と経常外損益

経常収益から経常費用を差し引いた収支（当期経常増減額）は、赤字幅が前年度比

％、 千円縮小したものの、 千円の赤字となった。依然として、会費収入

によって経常的に事業費用をまかなえない状態が続いている。しかし、経常損益の資金

繰りは、赤字幅が、資金流失のない減価償却費及び引当金計上額の合計額 千円と

均衡しているので、資金不足に陥らない状態となっている。

4,094 

20,289 

12,858 

9,468 

8,677 

3,214 

5,944 

22,649 

5,961 

15,512 

4,147 

20,889 

15,501 

8,882 

9,110 

5,851 

5,811 

21,870 

5,837 

13,569 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

管理費

事業管理費

その他事業費など

家族登山普及事業費

山岳研究所費

YouthClub事業費

高尾の森づくり事業費

支部事業費

図書管理事業費

出版事業費

平成２６年度 事業費・管理費

平成25年度 平成26年度

‥

支部事業費は、本部からの各支部に交付される運営交付金及
び支部事業助成金7.677千円、当年度からの新入会員獲得奨励
金664千円、特別事業助成金1,100千円を含む支部の活動費用
であるが、各支部の活性化により3.6％、779千円増となった。
上高地山岳研究所事業費は、減少しているように見えるが、
上水道工事のために固定資産として支出した金額が当年度は5
百万円を超えている。老朽化による実質的な維持費用の増加と
なっている。
管理費（間接費）については、経費節減に努めた結果、4,094
千円となり僅かに減少した。以上の結果として事業費と管理費
の合計である経常費用は、108,663千円となり、前年度比2,802
千円、2.5％の減少となった。

経常損益と経常外損益
経常収益から経常費用を差し引いた収支（当期経常増減額）
は、赤字幅が前年度比10.9％、764千円縮小したものの、6,234
千円の赤字となった。依然として、会費収入によって経常的に
事業費用をまかなえない状態が続いている。しかし、経常損益
の資金繰りは、赤字幅が、資金流失のない減価償却費及び引当
金計上額の合計額6,562千円と均衡しているので、資金不足に
陥らない状態となっている。
創立110周年記念事業は、海外登山基金と登山隊の募金に
よって資金手当てが行われるため、その収益と事業費を経常的

な収支と明確に区別するために経常外収益、経常外費用として
計上することにした。
経常外収益に計上したものは、学生部女子ムスタン登山隊、
ガンガプルナ北稜登山隊に対する寄付金等8,453千円であって、
経常外費用には、海外登山基金からの助成金4,880千円の使用
を含む各登山隊の総費用12,690千円が計上されている。この
結果、経常外損益は4,236千円の赤字となった。

創立 周年記念事業は、海外登山基金と登山隊の募金によって資金手当てが行われ

るため、その収益と事業費を経常的な収支と明確に区別するために経常外収益、経常外

費用として計上することにした。

経常外収益に計上したものは、学生部女子ムスタン登山隊、ガンガプルナ北稜登山隊

に対する寄付金等 千円であって、経常外費用には、海外登山基金からの助成金

千円の使用を含む各登山隊の総費用 千円が計上されている。この結果、

経常外損益は 千円の赤字となった。

貸借対照表

以上の結果、平成 年 月末現在の日本山岳会の貸借対照表において、現金預金は

千円となり、前年度比 ％、 千円減少し、流動資産合計も ％減少し

た。固定資産のうち、特定資産については、海外登山基金を 周年記念事業のため

千円取り崩し、長期計画準備金（上高地山岳研究所の修繕費用）も、上高地山岳

研究所の水道工事の支出にあてるため 千円を取り崩した結果、 ％、 千

円減少した。その他固定資産である有形固定資産については、資産増加と減価償却費が

均衡した結果、微増にとどまった。その結果、固定資産は、 千円となり、 ％、

千円減少した。

負債は、 千円増加した結果、正味財産額は、 千円となり、前年度比で、

％、 千円の減少となっている。

当年度においては、長期計画準備金に関して、運営資金を確保するため、積み増しは

行っていない。
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貸借対照表
以上の結果、平成27年3月末現在の日本山岳会の貸借対照
表において、現金預金は28,438千円となり、前年度比12.7％、
4,138千円減少し、流動資産合計も1.5％減少した。固定資産
のうち、特定資産については、海外登山基金を110周年記念事
業のため4880千円取り崩し、長期計画準備金（上高地山岳研究
所の修繕費用）も、上高地山岳研究所の水道工事の支出にあて
るため5,056千円を取り崩した結果、8.9％、9,841千円減少し
た。その他固定資産である有形固定資産については、資産増加
と減価償却費が均衡した結果、微増にとどまった。その結果、
固定資産は、269,086千円となり、3.5％、9,778千円減少した。
負債は、347千円増加した結果、正味財産額は、302,529千
円となり、前年度比で、3.4％、10,763千円の減少となっている。
当年度においては、長期計画準備金に関して、運営資金を確
保するため、積み増しは行なっていない。

貸借対照表	（案）
平成27年3月31日現在

（単位：円）
科　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　1　流動資産
　　　　現金預金 28,438,541‥ 32,577,354‥ △‥4,138,813
　　　　未収会費 4,500,000‥ 4,260,000‥ 240,000
　　　　未収金 7,185,254‥ 3,561,000‥ 3,624,254
　　　　貯蔵品 1,281,500‥ 1,651,950‥ △‥370,450
　　　　流動資産合計 41,405,295‥ 42,050,304‥ △‥645,009
　2　固定資産
　　（1）‥基本財産
　　　　‥貸付信託 0‥ 200,000‥ △‥200,000
　　　　‥定期預金 8,000,000‥ 7,800,000‥ 200,000
　　　　‥基本財産合計 8,000,000‥ 8,000,000‥ 0
　　（2）‥特定資産
　　　　‥秩父宮記念基金 15,200,000‥ 15,200,000‥ 0
　　　　‥海外登山基金 37,620,000‥ 42,500,000‥ △‥4,880,000
　　　　‥遭難防止事業基金 10,000,000‥ 10,000,000‥ 0
　　　　‥長期計画準備金 32,711,854‥ 37,767,854‥ △‥5,056,000
　　　　‥退職給付引当資産 5,087,450‥ 4,700,550‥ 386,900
　　　　‥三宅島緑化特定資産 44,477‥ 337,000‥ △‥292,523
　　　　‥特定資産合計 100,663,781‥ 110,505,404‥ △‥9,841,623
　　（3）‥その他固定資産
　　　　‥土地 90,546,119‥ 90,546,119‥ 0
　　　　‥建物 60,783,167‥ 66,462,018‥ △‥5,678,851
　　　　‥建物附属設備 5,361,714‥ 908,776‥ 4,452,938
　　　　‥什器備品 1,007,895‥ 1,094,835‥ △‥86,940
　　　　‥機械装置 1,168,885‥ 1,340,638‥ △‥171,753
　　　　‥水道施設利用権 1,555,334‥ 0‥ 1,555,334
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　　　　‥その他固定資産合計 160,423,114‥ 160,352,386‥ 70,728
　　　　‥固定資産合計 269,086,895‥ 278,857,790‥ △‥9,770,895
　　　　‥資産合計 310,492,190‥ 320,908,094‥△‥10,415,904
Ⅱ　負債の部
　1　流動負債
　　　　前受金 120,000‥ 132,000‥ △‥12,000
　　　　預り金 2,755,537‥ 2,782,496‥ △‥26,959
　　　　流動負債合計 2,875,537‥ 2,914,496‥ △‥38,959
　2　固定負債
　　　　退職給付引当金 5,087,450‥ 4,700,550‥ 386,900
　　　　固定負債合計 5,087,450‥ 4,700,550‥ 386,900
　　　　負債合計 7,962,987‥ 7,615,046‥ 347,941

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅲ　正味財産の部
　1　指定正味財産
　　　　　　寄付金 33,244,477 33,537,000 △‥292,523
　　　　指定正味財産合計 33,244,477 33,537,000 △‥292,523
　　　　（うち基本財産への充当額） （8,000,000） （8,000,000） （‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0）
　　　　（うち特定資産への充当額） （25,244,477） （25,537,000）（△‥‥‥‥292,523）
　2　一般正味財産 269,284,726‥ 279,756,048‥ △‥10,471,322
　　　　（うち特定資産への充当額） （70,331,854） （80,267,854）（△‥‥9,936,000）
　　　　　　　正味財産合計 302,529,203‥ 313,293,048‥ △‥10,763,845
　　　　　　　負債及び正味財産合計 310,492,190‥ 320,908,094‥ △‥10,415,904

正味財産増減計算書（案）
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

（単位：円）
科　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．‥経常増減の部
‥　（1）‥‥‥経常収益
　　　‥‥‥基本財産運用益
　　　　‥‥‥基本財産受取利息 4,774‥ 4,760‥ 14
　　　‥‥‥特定資産運用益
　　　　‥‥‥特定資産受取利息 29,234‥ 27,417‥ 1,817
　　　‥‥‥受取入会金
　　　　‥‥‥受取入会金 4,840,000‥ 4,060,000‥ 780,000
　　　‥‥‥受取会費
　　　　‥‥‥通常会費 53,113,500‥ 52,689,790‥ 423,710
　　　　‥‥‥終身会費 94,400‥ 83,400‥ 11,000
　　　‥‥事業収益
　　　　‥‥‥広告料収益 1,847,308‥ 2,030,550‥ △‥183,242
　　　　‥‥‥刊行物売上 52,500‥ 70,000‥ △‥17,500
　　　　‥‥‥山研使用料収益 2,313,667‥ 2,249,675‥ 63,992
　　　　‥‥‥その他事業収益 8,573,084‥ 7,953,800‥ 619,284
　　　‥‥受取補助金等
　　　　‥‥‥受取地方公共団体補助金等 820,586‥ 840,201‥ △‥19,615
　　　　‥‥‥受取民間助成金 13,912,579‥ 13,849,000‥ 63,579
　　　　‥‥‥受取補助金等振替額 909,523‥ 342,000‥ 567,523
　　　‥‥受取寄付金
　　　　‥‥‥受取寄付金 1,828,000‥ 4,461,000‥ △‥2,633,000
　　　　‥‥‥会員寄付金 8,577,203‥ 8,004,098‥ 573,105
　　　‥‥雑収益
　　　　‥‥‥受取利息 6,565‥ 6,444‥ 121
　　　　‥‥‥雑収益 5,506,546‥ 7,795,294‥ △‥2,288,748
　　経常収益計‥‥‥‥ 102,429,469‥ 104,467,429‥ △‥2,037,960

科　　　目 当年度 前年度 増　減
　（2）‥経常費用
　　　‥‥‥‥事業費
　　　　‥‥‥‥‥出版事業費 15,512,252 13,568,925 1,943,327
　　　　‥‥‥‥‥図書管理事業費 5,961,050 5,836,589 124,461

　　　　‥‥‥‥‥調査研究事業費 643,871 602,878 40,993
　　　　‥‥‥‥‥指導研究事業費 222,556 81,731 140,825
　　　　‥‥‥‥‥山岳環境保全事業費 180,656 199,198 △‥18,542
　　　　‥‥‥‥‥支部事業費 22,649,490 21,870,131 779,359
　　　　　‥‥‥‥‥高尾の森づくり事業費 5,944,186 5,811,158 133,028
　　　　　‥‥　ユースクラブ事業費 3,214,417 5,851,057 △‥2,636,640
　　　　‥‥‥‥‥海外事業費 0 149,746 △‥149,746
　　　　‥‥‥‥‥海外登山助成金 453,780 500,610 △‥46,830
　　　　‥‥‥‥‥山岳研究所事業費 4,582,858 5,087,900 △‥505,042
　　　　‥‥‥‥‥山岳研究所減価償却費 3,904,210 3,850,394 53,816
　　　　‥‥‥‥‥ミニ水力発電事業費 17,971 0 17,971
　　　　‥‥‥‥‥ミニ水力減価償却費 171,753 171,753 0
　　　　‥‥‥‥‥家族登山普及事業費 9,467,579 8,882,224 585,355
　　　　‥‥‥‥‥その他事業費 11,354,037 13,965,658 △‥2,611,621
　　　　‥‥‥‥‥事業管理費 20,289,037 20,888,676 △‥599,639
　　　事業費計　　　 104,569,703 107,318,628 △‥2,748,925
　　　‥‥‥‥管理費
　　　　‥‥‥‥‥給料手当 2,991,512 2,997,532 △‥6,020
　　　　‥‥‥‥‥退職給付費用 36,368 45,181 △‥8,813
　　　　‥‥‥‥‥福利厚生費 181,426 189,186 △‥7,760
　　　　‥‥‥‥‥旅費交通費 143,521 130,247 13,274
　　　　‥‥‥‥‥通信運搬費 102,447 82,319 20,128
　　　　‥‥‥‥‥会議費 22,740 28,551 △‥5,811
　　　　‥‥‥‥‥消耗品費 29,466 28,122 1,344
　　　　‥‥‥‥‥印刷製本費 74,416 83,122 △‥8,706
　　　　‥‥‥‥‥光熱水料費 33,439 33,039 400
　　　　‥‥‥‥‥電話料 18,218 19,503 △‥1,285
　　　　‥‥‥‥‥保険料 7,999 7,881 118
　　　　‥‥‥‥‥租税公課 34,527 34,190 337
　　　　‥‥‥‥‥負担金 3,000 1,200 1,800
　　　　‥‥‥‥‥支払手数料 119,702 127,755 △‥8,053
　　　　‥‥‥‥‥建物減価償却費 68,613 68,613 0
　　　　‥‥‥‥‥什器備品減価償却費 4,851 2,425 2,426
　　　　‥‥‥‥‥事務所管理費 124,116 120,312 3,804
　　　　‥‥‥‥‥その他管理費 42,957 78,276 △‥35,319
　　　　‥‥‥‥‥雑費 54,966 70,507 △‥15,541
　　　管理費計　　　 4,094,284 4,147,961 △‥53,677
‥‥‥‥‥経常費用計‥‥‥‥‥‥ 108,663,987 111,466,589 △‥2,802,602
　　‥‥‥‥‥評価損益等調整前当期経常増減額 △‥6,234,518 △‥6,999,160 764,642
　　　‥評価損益等計　 0 0 0
‥‥‥‥‥‥‥当期経常増減額 △‥6,234,518 △‥6,999,160 764,642

科　　　目 当年度 前年度 増　減
　2．経常外増減の部
　（1）‥経常外収益
　　‥‥‥110周年受取寄付金‥‥‥‥ 8,453,550 0 8,453,550
　　‥‥‥経常外収益計‥‥‥‥ 8,453,550 0 8,453,550
　（2）‥経常外費用
　　‥‥‥110周年記念事業費 12,690,354 0 12,690,354
　　‥‥‥経常外費用計‥‥‥‥ 12,690,354 0 12,690,354
　　　　‥‥当期経常外増減額 △‥4,236,804 0 △‥4,236,804
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥当期一般正味財産増減額 △‥10,471,322 △‥6,999,160 △‥3,472,162
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥一般正味財産期首残高 279,756,048 286,755,208 △‥6,999,160
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥一般正味財産期末残高 269,284,726 279,756,048 △‥10,471,322
Ⅱ　指定正味財産増減の部
‥‥‥‥‥受取民間助成金 617,000 679,000 △‥62,000
‥‥‥‥‥基本財産受取利息 4,774 4,760 14
‥‥‥‥‥特定資産受取利息 6,299 6,299 0
‥‥‥‥‥一般正味財産への振替額 △‥920,596 △‥353,059 △‥567,537
　　　　‥‥当期指定正味財産増減額 △‥292,523 337,000 △‥629,523
　　　　‥‥指定正味財産期首残高 33,537,000 33,200,000 337,000
　　　　‥‥指定正味財産期末残高 33,244,477 33,537,000 △‥292,523
Ⅲ　正味財産期末残高 302,529,203 313,293,048 △‥10,763,845
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（写し） 
監 査 報 告 書 

 
平成 27 年 5 月 13 日 

 
公益社団法人 日本山岳会 
会長 森 武 昭 殿 

監事 浜 崎 一 成 ㊞ 

 

監事 吉 永 英 明 ㊞ 
 

 
 私共は、公益社団法人日本山岳会の平成 26 年度（平成 26 年 4 月 1 日から平成

27 年 3 月 31 日まで）の監査を行いました。その結果を次のとおり報告します。 
 
１．会計に関する監査 

   会計に関する監査のため、期中の取引に関する帳簿、証憑書類を閲覧し、期

末資産の残高について実査を行いました。 
   監査の結果、添付の平成 26 年度の財務諸表（貸借対照表及び正味財産増減計

算書）及びその附属明細書並びに財産目録は、いずれも法令及び定款に従い

公益社団法人日本山岳会の財産及び損益の状況を、すべての重要な点におい

て適正に表示しているものと認めます。 
 
２．業務に関する監査 
  会計以外の業務の監査のため、理事会に出席し、必要に応じて理事等に面談

して質問することなどを行いました。 
  監査の結果、事業報告書は、法令及び定款に従い公益社団法人日本山岳会の

状況を正しく示しているものと認めます。 
   また、理事の職務の遂行に関し、法令若しくは定款に違反する重大な事実は

認められません。 
 

以 上 

第3号議案　平成27・28年度役員（理事・監事）選任の件

定款の定めにより理事15名及び監事2名は本通常総会の終
結の時をもって任期満了となりますので、
理事15名及び監事2名の選任をお願い致します。‥理事及び
監事候補者は次のとおりであります。

理事候補者

No. 氏名 会員‥
番号

年
齢
区
分

2015年3月31日
現在のＪＡＣでの‥

活動

過去の‥
ＪＡＣでの
活動

その他‥
（本人による記載事項）

1 大久保　春美 7249 66 新任埼玉支部長 婦人懇談会 JAC隊として、76年日印
女子合同登山隊（カメット）
及び80年女子ガルワルヒ
マラヤ登山隊に参加

2 吉川　正幸 7345 66 再任財務担当理
事、110周
年委員会な
ど

公益法人運営
委員、高尾の
森づくりの会

公認会計士及び会社役員、
登高会会員、慶大山岳部時
代には、インドヒマラヤと
コーカサス登山隊に参加

3 小林　政志 7915 65 新任 指導委員会‥
担当理事

中央大学山岳部OB会
長、中村屋専務執行役
員、76年ナンダデヴィ
と84年カンチェンジュ
ンガ縦走に参加

4 勝山　康雄 8772 63 再任集会・資料‥
担当理事

青年懇談会
理事、集会
委員会理事

法政大学山岳部OB、青
年懇談会83パミール登山、
89法政大ランタンリルン
登山、学生部副委員長

5 神長　幹雄 9722 64 新任 110周年委員会 会報編集長 1980年80周年記念中国・
キレン山脈登山隊に同行

6 山田　和人 9909 55 再任自然保護‥
担当理事

指導委員会、‥
アルパインス
キークラブ

京都大学山岳部出身、
AACK会員、西チベッ
ト那木納尼峰遠征隊、梅
里雪山救援捜索隊、森林
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６
月
20
～
21
日
の
両
日
に
、
名
古
屋

の
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て
夏
山
フ
ェ
ス

タ（
全
国『
山
の
日
』協
議
会
・
中
部
経

済
新
聞
社
主
催
、
日
本
山
岳
会
東
海
支

部
特
別
協
力
）が
行
な
わ
れ
た
。今
年
の

テ
ー
マ
は
、「
山
の
恵
み
と
リ
ス
ク
に

つ
い
て
今
、考
え
よ
う
」で
あ
っ
た
。
名

古
屋
夏
山
フ
ェ
ス
タ
は
今
年
で
３
回
目

に
な
る
。
出
展
者
は
メ
ー
カ
ー
、
山
小

屋
を
中
心
に
、
自
治
体
、
交
通
・
旅
行

社
な
ど
、
89
機
関
で
あ
っ
た
。
今
年
の

参
加
者
は
６
９
３
０
名
で
、
昨
年
の
５

％
増
、
展
示
会
場
は
多
く
の
参
加
者
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
、セ
ミ
ナ
ー
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
13
コ
マ
が
行
な
わ
れ
た
。

日
本
山
岳
会
１
１
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム「
御
嶽
山
噴
火
！
」（
医
療
委
員
会

主
催
）は
、２
日
目
の
午
後
に
約
２
時
間

か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
会
場

は
３
０
０
人
席
が
満
席
で
、
さ
ら
に
１

０
０
名
の
立
ち
見
が
出
る
盛
況
だ
っ
た
。

人
気
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
、
科
学
委
員

会
の
福
岡
孝
昭
委
員
長
の
基
調
講
演

「
活
火
山
の
安
全
登
山
」
が
行
わ
れ
た
。

福
岡
氏
は
、
日
本
に
１
１
０
の
活
火
山

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
50
火
山
が
常
時
観

測
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
百
名
山

の
３
分
の
１
が
火
山
で
あ
る
こ
と
か
ら

話
さ
れ
た
。噴
火
に
は
水
蒸
気
噴
火
、マ

グ
マ
噴
火
、
マ
グ
マ
水
蒸
気
噴
火
の
３

タ
イ
プ
が
あ
り
、
水
蒸
気
噴
火
は
サ
イ

ン
が
小
さ
く
、
予
知
が
難
し
い
と
の
こ

と
。
御
嶽
山
、箱
根
山
、草
津
白
根
、秋

田
焼
山
、焼
岳
な
ど
が
水
蒸
気
噴
火
、浅

間
山
、
富
士
山
、
桜
島
が
マ
グ
マ
噴
火

だ
そ
う
だ
。
な
お
、
噴
火
頻
度
の
高
い

火
山
、
桜
島
、
伊
豆
大
島
、
浅
間
山
、
阿

蘇
山（
中
央
火
口
丘
）な
ど
は
比
較
的
予

知
を
し
や
す
い
が
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
や

洞
爺
カ
ル
デ
ラ
な
ど
の
巨
大
噴
火
の
予

知
は
未
知
と
の
こ
と
。
安
全
対
策
と
し

て
、
登
山
届
の
提
出
、
火
山
ガ
ス
の
検

知
と
地
形
の
観
察
（
ガ
ス
に
は
濡
れ
手

ぬ
ぐ
い
の
利
用
が
勧
め
ら
れ
る
と
の
こ

と
）、地
図
上
で
シ
ェ
ル
タ
ー
の
位
置
を

確
認
す
る
こ
と
、
泥
流
や
雪
崩
な
ど
の

二
次
災
害
を
警
戒
す
る
こ
と
、
事
前
に

ウ
ェ
ブ
な
ど
で
活
動
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
さ
れ
た
。
最
後

に
火
山
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
サ
イ
ト

を
紹
介
し
た
。

犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
福

岡
氏
を
座
長
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
そ
の
時
、
何
が
起
き
た
の
か
？
」が
行

な
わ
れ
、
自
己
体
験
と
安
全
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
た
。ま
ず
、上

條
剛
志
氏（
医
師
）は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
災
害

医
療
医
と
し
て
噴
火
翌
日
に
山
頂
に
行

っ
た
経
験
を
報
告
さ
れ
た
。
36
名
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
６
名
の
生
存

者
が
い
ら
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
日
頃

か
ら
救
急
医
療
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
結

ん
だ
。
津
田
祐
次
氏（
カ
メ
ラ
マ
ン
）は

登
山
中
に
異
臭
を
感
じ
た
経
験
を
紹
介

し
、
事
前
察
知
の
可
能
性
に
つ
い
て
話

し
た
。谷
口
光
洋
氏（
岐
阜
県
山
岳
警
備

隊
飛
騨
方
面
隊
長
）
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
、
登
っ
て
い
る
山
が
活
火
山
で
あ

る
と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
注
意
の
呼
び
か

け
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
市
川
典
司
氏（
五
の
池
小
屋
）は
火

山
に
対
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
な
い
、
災
害
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
話
し
た
。
座
長
の
福
岡
氏
は
、
今

回
、
山
小
屋
が
避
難
場
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
被
害
を
少
な

く
す
る
上
で
有
効
だ
っ
た
旨
、
追
加
し

た
。参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
２
時

間
で
は
少
な
い
感
じ
が
す
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
が
関
心

を
持
た
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
今
後

も
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

名
古
屋
夏
山
フ
ェ
ス
タ
に
て

１
１
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
御
嶽
山
噴
火
！
」開
催
さ
れ
る

野
口
い
ず
み

シンポジウム会場の様子
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日
本
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
研
究

今
昔

～
大
町
氷
河
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
訪
ね
て

石
岡

慎
介

５
月
、
都
市
圏
は
真
夏
日
の
よ
う
な

異
常
気
象
が
続
い
た
が
、
現
存
氷
河
を

抱
く
聖
山
と
な
っ
た
立
山
連
峰
と
な
れ

ば
、
そ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
的
景
観
は
今
ご

ろ
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
標
高

２
４
０
０
ｍ
の
除
雪
道
路
に
せ
り
上
が

っ
た「
雪
の
回
廊
」は
、
19
ｍ
ほ
ど
か
ら

今
は
半
減
し
て
も
６
月
中
ご
ろ
ま
で
、

さ
ぞ
国
内
外
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
８
月
に
入
れ
ば
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
完
全
溶
融

し
、
歩
行
者
天
国
も
な
く
な
る
よ
う
だ
。

昨
年
８
月
の
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
探
索

山
行
を
思
い
出
し
て
い
る
。
勝
山
康
雄

理
事
が
熟
慮
さ
れ
た
企
画
で
あ
る
が
、

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
学
芸
課

長
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
飯
田
肇
会
員
の
講
演
と

実
地
検
証
の
ご
案
内
は
、
学
術
登
山
の

白
眉
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
福
井

幸
太
郎
学
芸
員
と
と
も
に
飯
田
会
員
は

２
０
１
３
年
の
日
本
山
岳
会
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
の
受
賞
者
で
あ
る
。
氷
河
地

形
を
見
下
ろ
し
、
山
体
崩
壊
現
場
を
横

目
に
カ
ル
デ
ラ
壁
面
を
這
い
上
が
っ
て

い
く
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
・
ト
ロ
ッ
コ
も

満
喫
し
た
が
、14
年『
山
』10
月
号（
№
８

３
３
）
で
井
上
隆
彦
会
員
に
よ
っ
て
詳

報
さ
れ
て
い
る
。

主
題
の
日
本
ア
ル
プ
ス
氷
河
ま
で
い

さ
さ
か
遠
回
り
だ
が
、
記
念
山
岳
賞
原

案
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
で
現
地
へ
お

邪
魔
し
た
と
き
に
、
立
山
に
氷
河
発
見

の
偉
業
の
次
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
か
と
質
問
し
た
ら
、
こ
ん

な
研
究
者
魂
を
語
っ
て
く
れ
た
。

１
・
剱
岳
池
ノ
谷
雪
渓
、
立
山
内
蔵
助

雪
渓
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
カ
ク
ネ
里
雪
渓
の

氷
体
確
認
、
氷
河
探
査

２
・
立
山
の
現
存
３
氷
河
の
ボ
ー
リ
ン

グ
内
部
調
査
、
年
代
測
定

３
・
温
暖
化
に
と
も
な
う
氷
河
縮
小
の

研
究

４
・
日
本
氷
河
に
固
有
の
特
性
調
査
な

ど
、
す
で
に
明
確
な
未
来
構
想
を
見
据
え

て
お
ら
れ
た
満
面
の
笑
み
を
思
い
出
す
。

時
は
流
れ
、
海
外
の
氷
河
に
素
人
的

関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
こ
ろ
、
14
年

８
月
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
北
壁
直
下
の
氷
河

調
査
を
進
め
る
新
聞
記
事
が
目
に
留
ま

っ
た
が
、
そ
の
後
残
雪
が
多
く
、
崩
落

リ
ス
ク
の
た
め
15
年
へ
順
延
す
る
と
い

う
追
っ
か
け
報
道
だ
っ
た
。
越
中
富
山

の
岳
徒
か
ら
す
る
と
後
立
山
だ
が
、
い

よ
い
よ
信
濃
が
誇
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
雄

峰
に
潜
む
氷
河
の
実
証
探
索
で
あ
る
。

カ
ク
ネ
の
語
源
は
不
明
だ
が
、
落
武
者

の
隠
れ
里
と
か
伝
説
が
あ
る
よ
う
で
、

秀
吉
と
対
峙
し
厳
冬
の
北
ア
ル
プ
ス
の

“
さ
ら
さ
ら
越
え
”を
決
行
し
、
家
康
と

関
東
旗
揚
げ
を
志
し
た
佐
々
成
政
公
を

思
い
出
し
て
い
た
。
辞
世
の
句
は
そ
の

昔
憶
え
た
。

こ
の
頃
の
厄
妄
想
を
入
れ
置
き
し

鉄
鉢
袋
今
破
る
な
り

早
速
大
町
山
岳
博
物
館
に
連
絡
し
、

５
月
16
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
期
待
に

胸
が
膨
ら
ん
だ
。
当
日
は
信
州
大
学
山

岳
科
学
総
合
研
究
所
の
教
授
陣
と
立
山

カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
実
証
研
究
者

が
集
結
し
て
い
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス
の

豪
雪
強
風
気
象
か
ら
見
た
氷
河
調
査
の

意
義
や
第
四
紀
の
地
層
地
質
の
大
変
動

な
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
講
話
と
と
も
に
、

立
山
研
究
者
に
よ
る
北
ア
ル
プ
ス
の
雪

渓
・
氷
河
研
究
史
、立
山
・
剱
の
現
存
氷

河
の
実
証
手
法
、
さ
ら
に
氷
期
の
遺
存

種
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
将
来
像
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
あ
っ
た
。
調
査
隊
10
人
の
団

長
と
な
ら
れ
た
大
町
山
岳
博
物
館
の
小

坂
研
究
員
の
司
会
で
進
み
、
講
師
陣
は

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
活
か
し
て
雪

渓
現
場
で
力
量
発
揮
が
期
待
さ
れ
、
本

年
10
月
く
ら
い
ま
で
に
国
内
４
ヶ
所
目

の
氷
河
と
し
て
実
証
し
た
い
意
気
込
み

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北
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に
溢
れ
て
い
た
。

と
い
う
の
も
「
カ
ク
ネ
里
雪
渓
は
何

十
年
も
前
か
ら
氷
河
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
き
た
。
先
人
研
究
者
の
思
い
を

結
実
さ
せ
た
い
」
と
誌
上
で
語
る
探
索

者
で
あ
る
。
学
問
の
系
譜
と
し
て
先
輩

に
触
れ
た
言
葉
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。

確
か
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
第
十
二
代
会
長
・
今
西

錦
司
博
士
が
１
９
６
９
年
に
日
本
山
岳

研
究
誌
に
寄
稿
さ
れ
た「
40
年
の
回
顧
」

に
よ
れ
ば
、《
私
は
こ
の
お
び
た
だ
し

い
残
雪
を
前
に
し
な
が
ら
、
考
え
て
も

み
た
》と
し
て
結
ば
れ
る
が
、《
カ
ク
ネ

里
の
雪
渓
も
、
条
件
さ
え
整
え
ば
、
そ

れ
自
身
が
氷
河
化
す
る
に
違
い
な
い
が
、

そ
の
場
合
は
も
っ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
、
は
じ
め
か
ら
低
い
と
こ
ろ
ま
で
そ

の
足
を
の
ば
し
た
、
末
ひ
ろ
が
り
の
氷

河
と
な
る
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
定
位

置
氷
河
と
い
う
も
の
で
な
か
ろ
う
か
》

と
自
問
し
て
お
ら
れ
る
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
神
田
で
発
見
し

た
Ｊ
Ａ
Ｃ『
山
岳
』古
書
に
あ
っ
た
。
発

刊
は
33（
昭
和
８
）年
に
遡
る
が
、
博
士

は
カ
ク
ネ
里
に
お
け
る
Ｕ
字
谷
は
、
１

６
０
０
ｍ
付
近
に
至
る
ま
で
は
な
は
だ

顕
著
で
あ
る
こ
と
を
踏
査
実
証
し
、
カ

ー
ル
と
無
関
係
に
気
候
的
雪
線
以
下
か

ら
も
氷
河
が
生
じ
、
そ
の
場
合
の
氷
触

地
形
と
し
て
は
寧
ろ
Ｕ
字
谷
を
遺
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
例
証
し
て
お
ら
れ

る
。
こ
の
論
考
で
は
10
回
ほ
ど
カ
ク
ネ

里
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
の
万
年
雪
を
氷
河
の
委
縮
し
た
残
骸
、

と
ま
で
推
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ

こ
そ
82
年
前
の
山
の
科
学
節
理
な
の
だ

と
想
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
11
年
、
小
島
烏

水
初
代
会
長
の
カ
ー
ル
地
形
形
成
説
や

29
年
、
今
西
教
授
ほ
か
の
剱
沢
の
万
年

雪
に
氷
体
存
在
を
確
認
し
た
足
跡
、
さ

ら
に
も
う
一
人
特
筆
す
べ
き
は
日
本
ア

ル
プ
ス
の
氷
河
地
形
の
研
究
者
・
五
百

澤
智
也
氏
へ
の
言
及
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
59
年
、
地
形
学
者
と
し
て
鹿
島
槍
の

カ
ク
ネ
里
雪
渓
が
氷
河
的
特
徴
を
持
つ

も
の
と
し
て
氷
河
形
成
の
可
能
性
を
空

中
か
ら
と
実
地
踏
査
で
指
摘
さ
れ
た
五

百
澤
研
究
へ
の
回
顧
で
あ
る
が
、
雪
渓

の
氷
河
学
的
研
究
の
歴
史
に
画
期
的
な

１
ペ
ー
ジ
を
印
し
た
も
の
と
し
て
先
人

の
業
績
に
触
れ
た
講
師
の
想
い
は
感
慨

深
か
っ
た
。

か
つ
て
は
山
岳
地
形
の
科
学
図
を
興

味
本
位
で
楽
し
む
だ
け
の
素
人
岳
徒
と

し
て
今
回
深
掘
り
し
て
み
る
と
、
33
年
、

山
形
が
生
ん
だ
五
百
澤
氏
は
病
弱
な
幼

少
期
か
ら
身
体
鍛
錬
で
山
を
愛
さ
れ
、

学
術
的
に
は
空
中
写
真
測
量
の
独
自
技

法
に
よ
る
山
岳
地
形
図
の
作
成
が
専
門

領
域
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
山
岳
鳥
瞰

図
作
家
と
し
て
大
成
さ
れ
、
83
年
３
月

８
日
、
秩
父
宮
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と

に
、
日
本
学
術
振
興
会
顕
彰
に
よ
る
第

1９
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
を
授
与
さ
れ

て
い
た
。

顕
彰
理
由
も
感
銘
深
く
拝
読
し
た
。

50
歳
、愛
媛
大
学
講
師
の
こ
ろ『
日
本
ア

ル
プ
ス
お
よ
び
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
お
け

る
氷
河
地
形
お
よ
び
地
誌
の
研
究
』
が

そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
32
年
前
の
83

年（
昭
和
５７
年
度
授
賞
）に
遡
る
。
集
大

成
と
し
て
日
本
ア
ル
プ
ス
の
残
雪
の
戸

籍
簿
の
よ
う
な「
越
年
雪
台
帳
」
な
る
も

の
も
完
成
さ
れ
、
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
氷
河

研
究
の
素
地
を
拓
く
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も

あ
る
こ
と
も
帰
京
後
知
っ
た
。

『
山
』
２
０
１
４
年
10
月
号
８
３
３
号

に
お
い
て
小
疇
尚
会
員
が
触
れ
た
五
百

澤
智
也
氏
に
よ
る
飯
豊
山
地
の
氷
河
地

形
分
布
の
実
地
解
析
を
次
世
代
に
託
さ

れ
た
追
憶
や
、
15
年
３
月
号
８
３
８
号

で
大
森
弘
一
郎
会
員
が
「
航
空
写
真
と

地
図
～
五
百
沢
さ
ん
を
想
う
～
」
で
記

述
さ
れ
た
頭
脳
で
作
る
３
Ｄ
画
像
の
ご

と
き
技
法
を
再
読
す
る
と
実
に
言
い
得

て
妙
で
あ
る
。

こ
う
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
し
て
今
西

錦
司
先
生
、
五
百
澤
智
也
先
生
と
い
う

稀
に
見
る
自
然
科
学
者
が
歩
ん
だ
足
跡

の
特
異
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

半
世
紀
前
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の
豪
雪
急

峻
地
形
に
お
け
る
氷
河
存
在
に
扉
を

敲た
た

い
た
先
人
の
挑
戦
が
、
遂
に
現
代
の

研
究
者
に
よ
っ
て
夢
か
な
う
時
が
来
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
実
感
し
た
の
で
あ

る
。偶

然
は
時
に

小
泉
弘

６
月
９
日
、
朝
日
新
聞
夕
刊
の
第
３

面
文
化
欄
。

「
愛
す
る
日
本
よ
…
（
略
）」と
題
し
て
、

イ
タ
リ
ア
人
女
性
作
家
が
幼
少
時
の
名

古
屋
で
の
収
容
所
体
験
を
綴
っ
た
寄
稿

が
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

苛
酷
な
収
容
所
で
の
生
活
を
陰
か
ら

支
え
て
く
れ
た
の
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

ひ
と
つ
の
卵
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳
を

軍
人
に
隠
れ
て
く
れ
た
地
元
農
家
の
人

た
ち
の
親
切
だ
っ
た
と
、
日
本
へ
の
愛

情
と
現
状
へ
の
危
惧
を
綴
っ
た
長
文
は

大
変
心
に
残
る
記
事
だ
っ
た
。

彼
女
の
名
前
は
ダ
ー
チ
ャ
・
マ
ラ
イ

ー
ニ
さ
ん
。
こ
の
名
を
目
に
し
て
ピ
ン

と
閃
い
た
山
岳
会
諸
氏
も
い
ら
し
た
こ

と
と
思
う
。

父
親
は
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
。

日
本
を
愛
し
、
北
大
に
学
び
京
大
で
教



■17

記
事
を
目
に
す
る
読
者
が
い
よ
う
と
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
の
夕
刊
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
感
慨
深
い
ひ
と
と
き
を
運
ん
で
く
れ

た
。こ

ん
な
こ
と
も
在
る
の
だ
な
あ
。

“
偶
然
”
は
と
き
に
な
ん
と
も
素
敵
な

こ
と
を
し
て
く
れ
る
…
。

え
も
し
た
人
類
学
者
だ
が
、
私
た
ち
は

カ
ラ
コ
ル
ム
の
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅳ
峰

を
陥
し
た
イ
タ
リ
ア
登
山
隊
の
遠
征
記

の
著
者
と
し
て
、
そ
の
名
を
強
く
記
憶

し
て
い
る
。

若
き
日
の
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
が
活
躍
し
た

登
山
隊
。
い
や
そ
れ
よ
り
何
よ
り
、
遠

征
中
に
大
好
き
な
日
本
人
に
会
え
る
と

知
っ
た
喜
び
…
同
時
期
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
に

初
登
頂
し
た
桑
原
武
夫
率
い
る
京
大
隊

と
の
心
暖
ま
る
交
流
の
場
面
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
氏
は
こ
こ
に
記
す
ま
で
も
な

く
、
日
本
山
岳
会
会
員
で
あ
っ
た
。

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た『
Ｇ
４
』の
箱

入
り
の
部
厚
い
一
冊
を
思
い
出
し
た
。

記
事
の
終
り
に
は
写
真
家
で
も
あ
っ

た
氏
の
写
真
展
開
催
を
報
じ
て
い
た
。

良
い
記
事
に
出
会
っ
た
な
と
幸
せ
な

思
い
に
包
ま
れ
て
夕
刊
を
め
く
り
、
そ

の
裏
面
第
４
面
の
上
半
部
を
占
め
た

「
大
山
崎
山
荘
美
術
館　

加
賀
正
太
郎

が
礎
」
と
題
さ
れ
た
カ
ラ
ー
頁
の
大
き

な
記
事
に
再
び
心
が
騒
い
だ
。
加
賀
正

太
郎
の
顔
写
真
も
載
っ
て
い
る
。

実
業
家
・
加
賀
の
生
涯
と
、
自
ら
設

計
し
た
京
都
・
大
山
崎
の
天
王
山
山
腹

に
建
つ
豪
壮
な
山
荘
の
来
歴
が
書
か
れ

て
い
る
。

夏
目
漱
石
や
ド
ラ
マ「
マ
ッ
サ
ン
」の

主
人
公
・
竹
鶴
政
孝
氏
、
そ
し
て
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
初
代
社
長
な
ど
が
登
場
し
、

取
り
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
山
荘
を

救
い
、
現
在
の
美
術
館
へ
と
繋
い
だ
興

味
深
い
記
事
で
あ
っ
た
が
、
加
賀
の
略

歴
中
に
さ
ら
り
と
記
さ
れ
た
、
１
９
１

０
年
に
ス
イ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
日

本
人
と
し
て
初
登
頂
の
一
行
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
読
者
は
気
に
も
留
め
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
、
山
岳
会
１
０

０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
写

真
で
見
る
日
本
山
岳
会
の
１
０
０
年
』

を
亡
き
羽
田
栄
治
さ
ん
と
ご
一
緒
し
て

作
っ
た
際
、
そ
れ
ま
で
も
折
に
ふ
れ
目

に
は
し
て
い
た
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
を
着

て
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
頂
上
に
立
つ
加
賀

正
太
郎
の
写
真
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

前
後
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
写
真
の
中

に
写
る
高
野
鷹
蔵
さ
ん
、
近
藤
茂
吉
さ

ん
、
槇
さ
ん
、
秩
父
宮
殿
下
、
松
方
さ

ん
な
ど
大
先
輩
の
方
々
が
ゲ
ー
ト
ル
や

ニ
ッ
カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
の
登
山
姿
の
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
１
枚
は
ひ
と
際
印
象
的

だ
っ
た
。

夕
刊
紙
１
枚
の
表
裏
、
３
面
と
４
面

に
偶
然
に
背
中
合
わ
せ
と
な
っ
た
何
の

関
連
性
も
な
い
２
つ
の
記
事
。
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
記
者
も
編
集
校
閲
し
た
ス
タ

ッ
フ
も
ま
さ
か
そ
ん
な
思
い
で
２
つ
の

山
研
委
員
会

徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

島
々
か
ら
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地

へ
抜
け
る
古
の
街
道
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿

を
初
め
と
し
て
小
島
烏
水
、
志
賀
重
昴

な
ど
の
登
山
家
に
加
え
高
村
光
太
郎
・

智
恵
子
夫
妻
、
芥
川
龍
之
介
な
ど
も
歩

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

こ
の
徳
本
峠
の
由
来
は
多
く
の
説
が

あ
る
が
、
こ
の
名
前
が
地
図
に
記
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
に
な
っ

て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
道
は
古

く
は
鎌
倉
時
代
に
ま
で
遡
り
、
江
戸
時

代
初
期
、
寛
文
年
代
に
は
木
材
資
源
の

伐
採
や
炭
焼
き
の
仕
事
場
と
し
て
生
活

を
支
え
た
ル
ー
ト
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
亜
高
山
帯
特
有
の
薬
草
を
求
め

る
人
々
が
、
３
０
０
年
以
上
前
に
小
屋

掛
け
し
た
の
が
徳
本
峠
小
屋
の
前
身
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
徳
本
峠
越
え
を
先
人
と

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
新
緑
の
中

を
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

山
研
委
員
の
方
々
、
共
に
歩
い
た
仲
間

と
、
今
日
の
徳
本
峠
越
え
に
先
立
ち
事

前
に
登
山
道
の
整
備
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
日
本
山
岳
会
信
濃
支
部
の
皆
様
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
る
。
山
研
隊
の
徳

本
峠
越
え
に
参
加
し
た
の
は
東
海
支
部

か
ら
12
名
、
栃
木
県
会
員
１
名
、
千
葉

県
会
員
１
名
、
埼
玉
県
会
員
２
名
、
首

都
圏
３
名
に
加
え
、
本
部
よ
り
副
会
長

古
野
さ
ん
、
大
槻
さ
ん
、
五
十
幡
夫
妻

の
方
々
で
あ
っ
た
。

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。
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山
岳
会
関
係
者
と
一
般
の
方
を
含
め

こ
の
日
の
徳
本
峠
越
え
に
は
総
勢
約
３

０
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。

前
夜
か
ら
の
雨
も
止
み
、
島
々
で
の

式
典
、
体
操
を
済
ま
せ
て
出
発
、
ま
ず

は
６
・
３
㎞
先
の
二
股
を
目
指
し
た
。

川
の
瀬
音
を
聞
き
な
が
ら
の
林
道
歩
き

が
続
き
、
新
緑
に
癒
さ
れ
約
２
時
間
で

二
股
に
到
着
。
し
か
し
、
ト
イ
レ
に
長

蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
大
渋
滞
、
か
な

り
の
時
間
を
ト
イ
レ
休
憩
に
割
く
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ
山

道
に
入
る
。
傾
斜
は
緩
く
南
沢
の
高
巻

き
道
を
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
。
下

女
沢
、
一
ノ
沢
、
瀬
戸
沢
、
出
シ
ノ
沢
、

ワ
サ
ビ
沢
の
な
ど
集
ま
っ
て
来
る
沢
の

徒
渉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
滑
り
や
す
い

木
橋
や
木
道
を
慎
重
に
通
り
な
が
ら
岩

魚
留
小
屋
を
目
指
す
。
滝
や
沢
の
景
色

も
変
化
に
富
み
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

二
股
か
ら
歩
く
こ
と
間
も
な
く
、
奇
妙

な
樹
形「
あ
が
り
こ‥

サ
ワ
ラ
」に
遭
遇
。

こ
れ
は
雪
上
で
伐
採
し
た
萌
芽
幹
を
薪

と
し
て
繰
り
返
し
利
用
し
た
樹
形
の
こ

と
だ
そ
う
で
、
人
の
手
が
届
か
な
い
よ

う
な
高
い
所
で
萌
芽
し
た
特
徴
的
な
樹

形
を
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
そ
う
で
あ
る
。

岩
魚
留
小
屋
に
到
着
後
早
め
の
昼
食
、

前
日
泊
ま
っ
た
新
島
々
の
民
宿
で
用
意

し
て
く
れ
た
お
弁
当
を
美
味
し
く
い
た

だ
く
。
岩
魚
留
小
屋
は
、
島
々
谷
南
沢

と
岩
魚
留
沢
の
合
流
部
に
あ
り
、
少
し

上
流
に
は
岩
魚
留
ノ
滝
が
あ
る
。「
こ

こ
か
ら
先
は
岩
魚
が
上
れ
な
い
」
と
言

う
の
が
名
前
の
由
来
だ
と
か
。
岩
魚
留

小
屋
の
脇
に
は「
カ
ツ
ラ
」の
大
木
が
あ

っ
た
。こ
こ
で
山
研
隊
は
記
念
撮
影
。撮

影
を
終
え
て
本
日
の
最
大
の
山
場
、
徳

本
峠
を
目
指
し
た
。間
も
な
く
ニ
リ
ン
ソ

ウ
の
群
落
に
遭
遇
、
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を

向
け
る
。
今
年
は
雪
解
け
が
早
い
の
で

ニ
リ
ン
ソ
ウ
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
た
が
、
満
開
で
あ
っ
た
。

美
し
い
花
に
癒
さ
れ
急
勾
配
の
登
り

に
も
め
げ
ず
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
九
十
九
折
り
の
急
登
を
登
り
切
る

と
徳
本
峠
小
屋
に
到
着
。
小
屋
で
振
る

舞
わ
れ
た
豚
汁
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と

こ
の
上
な
し
。
疲
れ
も
一
挙
に
吹
き
飛

ん
だ
。
素
晴
ら
し
い
お
も
て
な
し
に
感

謝
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
絶
賛
し
た
峠
か
ら

見
る
穂
高
連
峰
の
景
色
は
残
念
な
が
ら

一
部
を
除
き
雲
の
中
。
雲
が
切
れ
穂
高

連
峰
の
全
景
を
堪
能
す
べ
く
、
し
ば
し

待
つ
も
時
間
切
れ
。
記
念
撮
影
後
、
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
上
高
地
へ
向

け
下
山
開
始
と
な
っ
た
。

徳
本
峠
小
屋
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

体
調
不
良
の
方
が
い
た
こ
と
も
あ
り
コ

ー
ス
タ
イ
ム
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
が
、

「
日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
」
と

い
う
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
山

行
企
画
第
４
回
の
ご
案
内
で
す
。
今
回

は
南
ア
ル
プ
ス
北
端
の
日
本
三
百
名
山

で
、
一
般
的
な
登
山
道
が
な
く
、
難
峰

と
し
て
知
ら
れ
る
鋸
岳（
２
６
８
５
ｍ
）

を
目
指
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
以
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
山
仲
間
や

ご
家
族
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
企
画
の
特
徴
は
、

＊
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
資

格
を
有
す
る
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
が
１
名

（
最
少
催
行
人
数
７
名
の
場
合
）同
行
し

ま
す
。

＊
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
解
説
員
）と
し

て
当
該
山
域
に
精
通
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｃ

支
部
会
員
（
第
４
回
の
場
合
は
山
梨
支

部
）が
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
本

部
集
会
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ

１
名
同
行
し
ま
す
。

【
第
４
回
日
程
・
行
程
な
ど
】

期
間　

９
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

集
合
解
散

Ｊ
Ｒ
伊
那
市
駅
13
時
15
分

集
合
、
同
駅
17
時
30
分
ご
ろ
解
散
予
定

行
程　

１
日
目
／
伊
那
市
駅（
送
迎
車
）

　

戸
台
登
山
口（
２
時
間
30
分
）角
兵
衛

沢
出
合（
テ
ン
ト
泊
）
２
日
目
／
角
兵

衛
沢
出
合（
５
時
間
）第
一
高
点（
５
時

間
30
分
）戸
台
登
山
口（
送
迎
車
）伊
那

市
駅
解
散

食
事　

各
自
持
参
（
キ
ャ
ン
プ
予
定
地

で
取
水
可
能
）

装
備　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
各
自
持
参
、
テ
ン

ト
な
ど
の
担
荷
あ
り

参
加
費‥　

会
員
／
３
万
２
０
０
０
円‥

　

会
員
外
／
３
万
４
０
０
０
円

定
員　

11
名（
最
少
催
行
人
数
７
名
）

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
１
６
０‥

０
０

０
８‥

東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
25
番

地
三
栄
ハ
ウ
ス
２
０
２　

㈱
ア
ト
ラ

ス
ト
レ
ッ
ク

０
３　
３
３
４
１　
０
０
３
０

０
３
３
３
４
１
９
２
０
０

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
係
ま

で
。
担
当
＝
今
村

info@
atlastrek.co.jp

＊
お
申
込
み
の
方
に
詳
細
な
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

（
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
／
集
会
委
員
会
）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業　

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
④
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快
調
な
ペ
ー
ス
で
下
山
。
ま
ず
ま
ず
の

所
要
時
間
で
の
山
研
到
着
と
な
っ
た
。

山
研
到
着
後
受
付
を
済
ま
せ
懇
親
会

と
な
っ
た
が
、
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

料
理
・
お
酒
は
ま
る
で
高
級
旅
館
。
準

備
し
て
い
た
だ
い
た
山
研
運
営
委
員
長

柴
山
信
夫
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
山
研

委
員
の
皆
様
、
並
び
に
管
理
人
元
川
里

美
さ
ん
に
感
謝
感
謝
で
あ
っ
た
。
素
晴

ら
し
い“
お
も
て
な
し
”に
感
激
。
ま
た

近
い
う
ち
に
山
研
を
訪
れ
た
く
な
っ
た
。

翌
朝
は
早
朝
か
ら
有
志
で
夜
明
け
の

上
高
地
撮
影
会
を
催
行
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
思
い
に
被
写
体
を
見
つ
け
て
一
心
不

乱
に
撮
影
（
で
き
栄
え
は
定
か
で
な
い

が
…
…
）、早
朝
の
上
高
地
を
楽
し
ん
だ
。

朝
食
後
は
、
記
念
撮
影
後
ウ
ェ
ス
ト

ン
祭
に
出
席
。
献
花
、献
歌
、黙
祷
、詩

の
朗
読
が
あ
り
、
女
性
で
初
め
て
ピ
オ

レ
ド
ー
ル
賞
に
輝
い
た
、
日
本
が
誇
る

世
界
的
女
性
ク
ラ
イ
マ
ー
・
谷
口
け
い

氏
の
記
念
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。
式
典

の
あ
と
、
信
濃
支
部
の
午
餐
会
に
出
席
。

日
本
山
岳
会
森
武
昭
会
長
と
来
賓
の
皆

さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
し
た
。
ど
う
し
て
午
餐
会
に
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。

（
東
海
支
部
・
毛
利
邦
男
）

Climbing&Medicine・69
打撲・捻挫にはアイシング

浜口欣一
登山をはじめスポーツには、思わぬケガがつき
ものである。ケガをした時に応急処置をするかし
ないかで、その後の治癒と結果が大きく異なって
くる。
今回は日常遭遇する打撲・捻挫の応急処置とし
て重要な、アイシングについて述べてみたい。
ケガをした場合、出血・腫脹・疼痛・血管や神
経の損傷を防ぐため、ケガした部分を安静(Rest)
にし、腫脹を抑えるために氷や冷水によって冷
却し（Icing）、内出血や腫脹を防ぐために弾性包
帯やテーピングで圧迫し（Compression）、腫脹を
防いだり軽くするためにケガした手足を挙上する
（Elevation）。これがRICEと呼ばれる応急処置で
ある。この中のひとつであるアイシング（Icing）の
事例を紹介する。
筆者は何年か振りで新調した山スキーを携えて、
上越の東谷山に出かけた。傾斜がきつくなるに従っ
て左足のスキーが頻回に外れてしまう（ビンディン
グはTLTでトップが登高モードでなく滑降モード
であったことを後で知った）。板を履く度に斜面で
の微妙なバランスを保持するのが大変になり、か
なり大腿部に負荷がかかった。頂上間近という場
所で、左足のスキーが外れ、バランスを崩して転
倒、10mほど滑落してしまった。ケガはしていな
いようだが、右大腿部が多少痛かった。登頂を諦
め下山することにした。同行者が、スキーを担い
て下りるより、履いて滑った方が楽であるという
のでトライしてみた。立木の少ない斜面を滑降し
てみたが、右足の踏ん張りが効かないのでスキー
を脱いで担いで下ることにした。しかし右足が思
うように動かせず、４、５歩歩いては一呼吸しな

ければならない状態。大分時間がかかってしまっ
たが、何とか駐車場まで戻った。宿に戻って右大
腿部を見ると、パンパンに腫れて、打ち身による
内出血、青アザが見られた。転倒時に立木に衝突
したのだ。すぐ冷凍庫に保管してあったアイスノ
ンを密着させて冷やし、タオルで縛って圧迫した。
アイスノンの冷たさは全く感じなかった。受傷後
４日目に整形外科を受診したところ、Ｘ線撮影で
大腿骨に骨折がないことがわかった。特別な治療
は不要で、時間の経過を待つしかないとのこと。
10日目頃からケガした部位の緊張感は軽くなって
きたが、膝を中心に浮腫が出現、やがて下肢に浮
腫と出血斑が移動した。３ヵ月経った段階で下肢
の浮腫は完全に消失していないが、大腿部打撲に
関しては後遺症はない。初期のアイシングのお陰
と判断している。野口いづみ先生は、日本山岳文
化学会、日本登山医学会で、黒部上廊下で仲間が
足首の捻挫をしたが、テーピングと繰り返される
徒渉での沢の水によるアイシングで、予定通りの
行動ができた事例を報告している。
今回、自験例および報告例は、打撲・捻挫のア
イシングの重要性を示していると思われる。アイ
シングをするかしないかで、ケガによる後遺症の
程度が変わる。RICE、中でもアイシングをを記憶
に留めておいてほしいと思う。
写真は受傷10日目の足首で、浮腫、漏出性出血
が顕著である。

なお、過去のコラムはつぎの手順でご覧になれます。ご活用ください。‥ ‥
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http://jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html
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ざ
ま
な
登
山
者
と
接
し
、
自
ら
も
各
地

の
山
に
登
っ
て
い
て
道
内
の
登
山
事
情

に
精
通
し
て
い
る
。
岩
崎
さ
ん
は
そ
う

し
た
２
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
基

づ
く
北
海
道
の
山
な
ら
で
は
危
険
性
や

難
し
さ
に
つ
い
て
の
話
を
引
き
出
し
て
、

安
全
に
山
に
登
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

参
加
者
に
示
し
て
も
ら
っ
た
。
特
に
最

近
多
い
単
独
行
の
危
険
性
、
最
新
の
登

山
用
具
が
使
い
方
や
手
入
れ
の
方
法
を

間
違
っ
て
性
能
を
発
揮
で
き
な
い
例
な

ど
も
紹
介
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
は
豪
華
景
品
の
当
た
る

抽
選
会
も
行
な
わ
れ
、
有
意
義
か
つ
楽

し
い
講
演
会
と
な
っ
た
。（

藤
木
俊
三
）

ウ
ェ
イ
ド
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著

　

秋
元
由
紀
訳

沈
黙
の
山
嶺
―
第
一
次
世
界
大
戦

と
マ
ロ
リ
ー
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト　

上
・
下
巻

2015年6月
白水社
菊版　上巻392㌻　下巻410㌻
上巻3200円＋税‥
下巻3400円＋税

本
書
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
後
の
３

回
に
わ
た
る
英
国
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征

を
描
い
た
上
下
巻
２
段
組
み
の
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
大
作
で
あ
る
。

マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
が
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
の
頂
稜
に
消
え
た
そ
の
日
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
美
し
い
山
で
は
大
戦
で

死
ん
だ
若
い
登
山
家
た
ち
を
弔
う
集
い

が
あ
っ
た
と
、
本
書
は
静
か
に
始
ま
る
。

１
９
１
４
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
が
き
ら

め
く
よ
う
な
美
し
い
夏
に
始
ま
っ
た
大

戦
は
、
18
年
11
月
に
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
荒
廃
し
、
イ
ギ
リ
ス
だ

け
で
１
０
０
万
人
が
死
に
、
帝
国
の
終

焉
の
始
ま
り
を
予
感
さ
せ
た
。
そ
ん
な

世
界
か
ら
地
球
の
最
高
峰
を
目
指
す
の

は
、
あ
の
銃
の
連
続
音
と
鉄
条
網
と
塹

図
書
紹
介

北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
創
立
50
周
年　

岩
崎
元
郎
氏
を
迎
え
、
記
念
講

演
会
を
開
催

北
海
道
支
部
は
６
月
18
日（
木
）に
北

海
道
支
部
創
立
50
周
年
記
念
講
演
会

「
岩
崎
元
郎
さ
ん
の
健
康
登
山
in
札
幌
」

を
主
催
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
と
お

り
、
講
師
は
数
々
の
著
作
や
テ
レ
ビ
番

組
で
も
お
な
じ
み
無
名
山
塾
主
宰
の
日

本
山
岳
会
の
会
員
で
も
あ
る
岩
崎
元
郎

さ
ん
。
製
薬
会
社
の
特
別
協
賛
と
旅
行

会
社
、
登
山
用
品
店
な
ど
の
協
賛
・
協

力
を
得
て
、
札
幌
中
心
部
の
北
海
道
新

聞「
道
新
ホ
ー
ル
」で
開
か
れ
た
講
演
に

は
お
よ
そ
４
０
０
人
の
一
般
の
登
山
愛

好
者
が
集
ま
っ
た
。
最
近
の
登
山
界
の

状
況
を
反
映
し
て
参
加
者
は
中
高
年
が

目
立
っ
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
挨
拶
に
立
っ
た
西

山
泰
正
北
海
道
支
部
長
は
、
今
年
が
支

部
創
立
50
周
年
に
あ
た
る
こ
と
に
触
れ
、

来
年
か
ら
８
月
11
日
が
祝
日
と
な
る

「
山
の
日
」
に
因
ん
で
、「
廃
道
登
山
道

の
復
興
や
山
の
ト
イ
レ
問
題
解
決
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
道
内
の
登
山
者
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
山
の
環
境
保
全
・
安
全

登
山
と
い
っ
た
公
益
的
な
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
と
述
べ
た
。
第
１
部
は

「
山
に
登
る
と
元
気
に
な
り
ま
す
」と
い

う
演
題
で
、
岩
崎
さ
ん
が
豊
富
な
経
験

を
も
と
に
健
康
で
末
永
く
登
山
を
楽
し

む
た
め
の
コ
ツ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。な
か
で
も「
健
康
登
山
は
歩
幅
を
狭

く
着
地
し
や
す
く
す
る
フ
ラ
ッ
ト
フ
ッ

テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
登
山
の
原
点
に
つ

い
て
説
か
れ
た
岩
崎
さ
ん
の
話
が
印
象

的
だ
っ
た
。

第
２
部
は
「
今
そ
こ
に
あ
る
山
の
危

険
」
と
題
し
て
岩
崎
さ
ん
と
地
元
登
山

用
品
店「
秀
岳
荘
」の
小
野
浩
二
氏（
北

海
道
支
部
会
員
）、「
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス
ポ

ー
ツ
札
幌
店
」
の
及
川
洋
文
氏
と
の
３

人
の
対
談
形
式
で
話
が
進
め
ら
れ
た
。

小
野
・
及
川
両
氏
は
店
を
訪
れ
る
さ
ま

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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壕
と
死
の
不
条
理
と
腐
臭
を
耐
え
抜
い

た
者
た
ち
で
あ
る
。

１
８
４
０
年
代
後
半
、
英
印
測
量
局

に
よ
り
発
見
さ
れ
た
最
高
点
は
、
謎
と

危
険
に
満
ち
た
チ
ベ
ッ
ト
に
あ
り
、
65

年
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
峰
と
命
名
さ
れ
る

と
、
早
く
も
若
き
政
務
官
ヤ
ン
グ
ハ
ズ

バ
ン
ド
が
登
山
の
推
進
力
と
な
る
。
一

方
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
は
、

グ
レ
ー
ト
ゲ
ー
ム
に
翻
弄
さ
れ
て
複
雑

な
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

は
チ
ベ
ッ
ト
に
武
器
を
供
与
し
て
登
山

の
許
可
を
得
る
。
そ
こ
ま
で
英
国
を
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
駆
り
立
て
た
の
は
、
７

つ
の
海
に
君
臨
し
な
が
ら
北
極
に
も
南

極
に
も
到
達
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
初
登
頂
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

れ
ば
帝
国
は
大
き
な
誇
り
と
自
信
を
回

復
で
き
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
不

可
能
性
の
象
徴
と
し
て
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
を
一
途
に
志
向
す
る
マ
ロ
リ
ー
で
あ

る
。１

９
２
１
年
初
め
て
の
登
山
隊
は
、

地
図
の
作
成
、
新
種
植
物
の
発
見
、
地

質
調
査
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
22
年
隊

は
映
像
と
、
技
術
と
倫
理
上
の
問
題
は

あ
っ
た
が
酸
素
を
使
用
し
て
画
期
的
な

も
の
だ
っ
た
。
24
年
、
負
け
た
ま
ま
に

は
い
か
な
い
と
登
山
隊
は
戻
っ
て
く
る
。

本
格
的
登
攀
、
緊
張
と
不
安
、
強
い
期

待
。
６
月
８
日
、
オ
デ
ル
が
一
瞬
の
晴

れ
間
に
見
た
と
き
、
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー

ヴ
ィ
ン
は
頂
上
に
向
け
て
登
り
続
け
て

い
た
が
、
二
人
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

７
度
の
失
敗
の
後
、
53
年
５
月
29
日
、

遂
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
そ
の
頂
を
人
類

の
足
下
に
明
け
渡
し
た
。
初
登
頂
、
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
の
戴

冠
式
に
華
を
添
え
、
99
年
に
は
マ
ロ
リ

ー
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
。

本
書
の
収
穫
は
、
登
山
隊
員
の
ほ
と

ん
ど
が
第
１
次
世
界
大
戦
に
参
加
し
た

者
だ
っ
た
点
に
着
目
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

隊
長
は
軍
人
で
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
大

戦
経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
、
軍
隊
式
の
組

織
と
軍
事
行
動
的
登
山
が
可
能
で
あ
っ

た
。
各
隊
員
に
要
求
さ
れ
た
の
は
創
造

力
、
忍
耐
力
、
目
標
へ
の
集
中
力
だ
っ

た
が
、
マ
ロ
リ
ー
に
は
さ
ら
に
天
賦
の

才
能
が
あ
っ
た
。
そ
の
マ
ロ
リ
ー
が
死

に
、遠
征
は
い
ず
れ
も
が
失
敗
し
た
。そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
マ
ロ
リ

ー
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
な
の
か
？

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
は
商
業
化
さ
れ
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
旅
先
と
な
っ
た
現
代
で

は
、
観
光
的
登
山
者
の
登
頂
談
な
ど
誰

も
興
味
を
持
た
な
い
。そ
れ
よ
り
も
、登

頂
ル
ー
ト
は
お
ろ
か
山
の
位
置
も
形
も

正
確
に
は
分
か
ら
ず
、
酸
素
の
少
な
い

高
所
で
人
間
の
体
が
ど
う
な
る
か
も
、
気

お
待
た
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、『
山

岳
』
第
百
十
年
号
は
８
月
中
旬
の
刊
行

を
目
指
し
て
、現
在
進
行
中
で
す
。『
改

訂　

新
日
本
山
岳
誌
』
の
重
版
作
業
と

同
時
進
行
の
た
め
予
定
よ
り
遅
れ
ま

し
て
、
真
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
も

う
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

〈
第
百
十
年
号
目
次
〉

「
記
録
」

＊
厳
冬
期
黒
部
横
断

＊
東
へ
３
５
０
㎞
・
知
床
岬
へ

＊
山
葵
四
重
奏

＊
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
・
Ｐ
６
０
７
０
（
Ｌ

15
）初
登
頂

＊
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
タ
登
頂

＊
ム
ス
タ
ン
山
群
・
マ
ン
セ
イ
ル
峰
初
登

頂
＊
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
へ
の
挑
戦　

久
々
に

国
内
記
録
が
２
本
登
場
し
ま
す
。
カ

ラ
ー
口
絵
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
の

で
、
報
告
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。「
山
葵
四
重
奏
」
は
谷

口
け
い
会
員
の
ル
ー
ス
氷
河
に
お

け
る
４
本
の
登
攀
報
告
で
す
。
後

半
の
４
本
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
将
来
に

繋
が
る
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
学
生
登
山

隊
の
記
録
で
す
。

「
調
査
・
研
究
」

＊
原
発
事
故
に
よ
る
宮
城
県
の
山
地

お
よ
び
丘
陵
地
の
放
射
線
量

＊
南
チ
ベ
ッ
ト
２
０
１
４
年
秋
４
５‥

０
０
㎞　
　

遠
ざ
か
る
辺
境
「
原
発

事
故　
　

」
は
本
誌
で
は
異
色
の
報

告
で
す
が
、
宮
城
支
部
が
取
り
組
ん

で
き
た
地
道
な
調
査
の
結
実
で
す
。

「
読
物
」

＊
ア
ル
バ
ー
タ
峰
登
頂
90
周
年
と
伝
説

の
ピ
ッ
ケ
ル

＊
東
ジ
ャ
ワ
の
山　

ア
ル
ゴ
プ
ー
ロ
山

＊
立
山
信
仰
を
具
現
化
し
た
江
戸
時

代
の
布
橋
潅
頂
会

＊
山
脈
・
人
脈　
　

歩
い
て
き
た
み

ち　

ア
ル
バ
ー
タ
峰
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
お
り

ま
す
が
、
初
登
頂
90
周
年
に
ち
な

ん
で
芳
賀
孝
郎
会
員
が
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
立
山
信
仰　
　

」
は
芦
峅
寺
集
落

に
残
る
赤
い
布
橋
に
ま
つ
わ
る
ド
ラ

マ
を
五
十
嶋
一
晃
会
員
に
懇
切
丁
寧

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
は
例
年
ど
お
り
の
構
成
で
す
。

＊
図
書
紹
介

＊
追
悼

＊
会
務
報
告

＊
支
部
の
活
動
報
告

＊
委
員
会
の
活
動
報
告

＊
山
岳
図
書
目
録（
２
０
１
５
年
）

‥

（『
山
岳
』編
集
委
員
会
）

『
山
岳
』第
百
十
年（
２
０
１
５
年
）発
刊
の
ご
案
内
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象
情
報
も
乏
し
く
、
装
備
は
不
十
分
だ

っ
た
。
そ
ん
な
条
件
下
で
隊
員
た
ち
が

文
字
ど
お
り
命
懸
け
で
挑
ん
だ
、
そ
ん

な
時
代
に
私
た
ち
は
惹
き
付
け
ら
れ
る
。

著
者
は
過
去
の
マ
ロ
リ
ー
像
を
な
ぞ

る
の
で
は
な
く
、
膨
大
な
文
献
資
料
を

探
索
し
、
遠
征
隊
の
道
を
実
際
に
た
ど

り
、
あ
た
か
も
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
織
る

か
の
よ
う
に
、
10
年
を
か
け
て
壮
大
な

叙
事
詩
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
ザ
・
グ

レ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
の
時
代
の
空
気
が
全

編
に
通
底
し
、
マ
ロ
リ
ー
を
巡
る
人
々

も
ま
た
細
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ

て
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
奏
で
る
。
２
年
を

要
し
た
翻
訳
は
、
舞
台
に
相
応
し
い
緊

張
感
を
伝
え
て
好
も
し
い
。

マ
ロ
リ
ー
が
風
雪
の
彼
方
に
消
え
て

か
ら
91
年
、
本
書
に
よ
っ
て
マ
ロ
リ
ー

は
再
び
甦
っ
た
。
本
会
会
員
に
い
ち
早

く
本
書
を
紹
介
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り

の
喜
び
だ
。
マ
ロ
リ
ー
を
こ
の
世
で
最

後
に
見
た
オ
デ
ル
さ
ん
が
最
晩
年
、
本

会
を
訪
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
ペ
ー

ジ
を
閉
じ
た
。

著
者
は
１
９
５
３
年
生
ま
れ
の
カ
ナ

ダ
人
人
類
学
者
、
本
書
で
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
賞
。
原
題
は『IN

T
O
‥T
H
E
‥

S
IL
E
N
C
E

』、白
水
社
１
０
０
周
年
の

記
念
的
図
書
で
も
あ
る
。（

絹
川
祥
夫
）

図書受入報告（2015年6月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

北海道大学山の会‥（編） 寒冷の系譜（1926-2016）‥‥：北大山岳部90周年記念海外遠征史 402p／26cm 北海道大学山の会 2015 発行者寄贈

北大山の会‥（編） 北大山岳部・山の会‥映像で見る海外遠征史‥‥（DVD解説書）‥‥ 20p／19cm 北大山の会 2014 発行者寄贈

渡辺隆‥（編著） 山の履歴簿‥‥山と人との関わり‥‥：第2巻‥北海道中央部 412p／21cm 北海道出版企画センター 2015 著者寄贈

日本山岳会関西支部‥（編） 日本山岳会関西支部８０年史 217p／26cm 日本山岳会関西支部 2015 発行者寄贈

水谷透‥（編） 近畿分水嶺踏査 93p／26cm 日本山岳会関西支部 2015 発行者寄贈

金邦夫‥ すぐそこにある遭難事故‥‥：奥多摩山岳救助隊員からの警鐘 263p／19cm 東京新聞 2015 著者寄贈

村越真・長岡健一‥ 山のリスクと向き合うために‥‥：登山におけるリスクマネジメントの理論と実践 190p／26cm 東京新聞 2015 出版社寄贈

静岡新聞社編集局出版部‥（編） 伊豆の山歩き海歩き‥‥：IZU‥伊豆半島ジオパークトレッキングガイド 160p／26cm 静岡新聞社 2015 出版社寄贈

廣澤和嘉・児平隆一‥ 日帰りしずおか低山ウォーク‥Best‥20‥‥ 128p／26cm 静岡新聞社 2015 出版社寄贈

「写真の町」東川町‥（編） 大雪山から育まれる文献書誌集‥‥ 59p／30cm 「写真の町」東川町 2015 高澤光雄氏寄贈

田中康弘‥ 山怪‥‥：山人が語る不思議な話 252p／19cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

梅棹忠夫‥ 山をたのしむ（ヤマケイ文庫） 447p／15cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

安川茂雄‥ 穂高に死す（ヤマケイ文庫） 430p／15cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

宮下正美‥ 山をゆく歌 220p／26cm 高森町 2015 宮下穂高氏寄贈

宮下正美‥ 消えた馬 220p／26cm 高森町 2015 宮下穂高氏寄贈

宮下正美‥ ふうちんと山犬 220p／26cm 高森町 2015 宮下穂高氏寄贈

みらい企画‥律‥（制作）宮下正美著作集資料編‥‥：略歴譜・略系図・作品リスト 20p／26cm 高森町 2015 宮下穂高氏寄贈

広島県山岳連盟‥（編） 広島山岳平和祭報告書‥‥：2014年アジア山岳連盟（UAAA）総会 42p／32cm 広島県山岳連盟 2015 発行者寄贈

松永敏‥ あの日あのとき‥‥：少年時代の野遊びと山行中のヒヤリ体験感動スケッチ 144p／15cm 月兎舎 2015 著者寄贈

中川委紀子‥ 根来寺を解く‥‥：密教文化伝承の実像/朝日選書‥No.915 315p／19cm 朝日新聞出版 2014 著者寄贈

神仏霊場会‥（編） 神仏霊場ものがたり‥‥：日本宗教の聖地とそのダイナミズム 208p／19cm 戎光祥出版 2012 著者寄贈

岩波書店編集部‥（編） 富士山（岩波写真文庫‥No.15） 64p／19cm 岩波書店 1950 古屋紘氏寄贈

串田孫一‥ 笛を吹く画家‥‥：随想集 190p／22cm 文教書房 1986 古屋紘氏寄贈

小泉武栄‥ 登山と日本人‥（角川ソフィア文庫‥No.1-127-1） 272p／15cm KADOKAWA 2015 出版社寄贈

雑学総研‥ 異邦人が覗いたニッポン‥‥（中経の文庫‥No.629） 253p／15cm KADOKAWA 2015 出版社寄贈

Kielkowski,‥Jan Dhaulagiri‥Himal‥‥：Monograph‥-‥Guide‥-‥Chronicle 274p／21cm Explo 2015 著者寄贈
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平
成
27
年
度
第
３
回（
６
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
27
年
６
月
８
日（
水
）19
時

00
分
～
20
時
40
分

場
所

集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
節
田
・
黒
川
・
古

野
各
副
会
長
、
高
原
・
吉
川
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
山

田
・
野
口
・
大
槻
・
落
合
・
川

瀬
・
山
賀
・
直
江
各
理
事
、
吉

永
監
事
（
山
賀
理
事
は
所
要
の

た
め
審
議
事
項
１
～
２
は
欠
席
）

【
欠
席
者
】
浜
崎
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・
支
部
事
業
補
助
申
請
に
つ
い
て

支
部
事
業
委
員
会
よ
り
推
薦
の
あ
っ

た
５
支
部
か
ら
の
申
請
書
（
別
添
資
料

に
よ
る
）の
審
議
を
行
な
い
、今
年
度
の

第
１
回
事
業
補
助
額
を
、
東
京
多
摩
支

部
、
広
島
支
部
、
熊
本
支
部
へ
各
10
万

円
、
宮
城
支
部
、
群
馬
支
部
へ
各
5
万

円
と
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対
な
し
で

承
認
）

２
・
支
部
長
の
交
代
に
つ
い
て

以
下
の
と
お
り
支
部
長
交
代
の
答
申

が
あ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対

な
し
で
承
認
）

栃
木
支
部
：
現
支
部
長　

山
野
井
武
夫

（
４
６
３
３
）→
新
支
部
長　

渡
邉
雄
二

（
７
９
１
４
）

千
葉
支
部
：
現
支
部
長　

諏
訪
吉
春

（
１
４
２
５
５
）→
新
支
部
長　

三
木
雄

三（
１
４
４
４
５
）

越
後
支
部
：
現
支
部
長　

橋
本
正
巳

（
７
７
５
８
）→
新
支
部
長　

遠
藤
家
之

進
正
和
（
い
え
の
し
ん
ま
さ
か
ず
）

（
８
２
７
５
）

３
・
寄
付
金
受
入
及
び
募
金
開
始
の
承

認
に
つ
い
て

１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
金
受
入
２

件
、
及
び
募
金
開
始
１
件
の
申
請
が
あ

り
、別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛

成
15
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

４
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

18
名
の
入
会
に
つ
い
て
、
別
添
資
料

会

務

報

告
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に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
15
名
、反
対

な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
へ
の

対
応
体
制
に
つ
い
て（
佐
藤
）

標
記
募
金
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後

寄
付
金
の
配
分
先
等
を
決
め
る
体
制
が

必
要
と
な
る
た
め
、
別
添
資
料
に
よ
り

協
議
し
た
。

２
・
熊
本
支
部
か
ら
の
九
州
脊
梁
山
脈

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
に
伴
う
名
義
後
援

申
請
に
つ
い
て（
佐
藤
）

別
添
資
料
に
よ
り
協
議
し
た
。
論
点

は
、
参
加
人
数
、
一
般
登
山
者
数
、
環

境
対
策（
原
状
復
帰
を
含
む
）、
営
利
目

的
で
な
い
等
。
支
部
事
業
委
員
会
で
の

審
議
を
経
て
、
担
当
執
行
理
事
が
決
済

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
・
海
外
登
山
助
成
金
交
付
者
に
対
す

る
寄
付
税
額
控
除
適
用
に
つ
い
て
（
古

野
）標

記
に
つ
き
、
実
施
可
能
と
す
る
た

め
の
整
え
る
条
件
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
総
会
の
出
欠
状
況
に
つ
い
て
（
高

原
）

２
・
黒
部
市
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の

冠
松
次
郎
関
係
資
料
の
借
用
許
可
に
つ

い
て（
節
田
）

３
・
㈱
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の

秩
父
宮
殿
下
と
麻
生
武
治
氏
の
関
連
所

蔵
資
料
撮
影
許
可
に
つ
い
て（
節
田
）

４
・
山
と
溪
谷
社
か
ら
の
『
明
解
日
本

登
山
史
』
へ
の
所
蔵
写
真
掲
載
許
可
に

つ
い
て（
節
田
）

５
・
山
岳
映
画
サ
ロ
ン
か
ら
の
ネ
パ
ー

ル
大
地
震
救
援
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
山
岳

映
画
会
の
名
義
後
援
許
可
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

６
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
に

つ
い
て（
黒
川
）

７
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
極
限
探
求

登
山
申
請
と
し
て
ア
ピ
南
西
壁
初
登
攀

計
画
に
つ
い
て（
黒
川
・
古
野
）

８
・
１
１
０
周
年
出
版
事
業
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
登
山
隊
派
遣

に
つ
い
て（
吉
川
）

９
・
会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
Ｐ
Ｔ

に
つ
い
て（
黒
川
）

10
・
寄
付
金
・
助
成
金
受
入
の
事
前
申

請
、
受
入
報
告
に
つ
い
て（
吉
川
）

11
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
は
、

６
月
８
日
到
着
分
ま
で
で
７
０
９
万
５

０
０
０
円（
う
ち
、本
会
会
員
に
よ
る
も

の
は
３
８
１
万
４
０
０
０
円
）
で
あ
っ

た
。（
佐
藤
）

12
・
ラ
ン
タ
ン
プ
ラ
ン
か
ら
の
ネ
パ
ー

ル
地
震
に
よ
る
ラ
ン
タ
ン
村
被
害
復
興

支
援
募
金
の
依
頼
が
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
旨
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

13
・
ネ
パ
ー
ル
政
府
観
光
局
日
本
代
表

部
か
ら
の
、
ネ
パ
ー
ル
復
興
支
援
バ
ッ

ジ
購
入
の
案
内
に
つ
い
て（
佐
藤
）

14
・
京
王
電
鉄
㈱
か
ら
の
高
尾
に
新
設

さ
れ
る「
５
９
９
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」へ
の

協
力
に
つ
い
て（
吉
川
）

15
・
放
送
大
学
講
座
改
訂
へ
の
協
力
要

請
に
つ
い
て
、
篠
崎
会
員
よ
り
要
請
が

あ
り
協
力
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
森
）

16
・
全
国「
山
の
日
」協
議
会
の
平
成
27

年
度
総
会
開
催（
平
成
27
年
５
月
22
日
）

に
つ
い
て（
山
賀
・
森
）

17
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山（
於
：

中
国
・
武
漢
）の
日
程（
８
月
12
日
～
19

日
）等
に
つ
い
て（
古
野
）

18
・
電
子
国
土
賞
２
０
１
５
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

19
・
会
員
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
進

捗
状
況
。
７
月
29
日
シ
ス
テ
ム
移
行
し
、

９
月
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
で
対
応
す
る
こ

と
に
つ
い
て（
山
田
・
高
原
）

20
・
雪
山（
４
月
24
日
～
５
月
８
日
）天

気
予
報
の
精
度
に
つ
い
て（
古
野
）

21
・
遭
難
対
策
委
員
会
主
催
の
山
岳
遭

難
防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
７
月
６
日
）

に
つ
い
て（
川
瀬
・
黒
川
）

22
・
故
吉
田
周
平
君
の
お
別
れ
会
が
、
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５
月
24
日
学
習
院
大
学
に
お
い
て
執
り

行
な
わ
れ
た
。（
古
野
）

23
・
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
よ
り
１
１
０
周

年
記
念
ウ
ォ
ッ
チ
の
提
案
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

24
・
会
報『
山
』６
月
号
に
つ
い
て（
節

田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
日
山
協
の
新
役
員
に
つ
い
て
（
会

長
・
八
木
原
圀
明
氏
ほ
か
）

２
・
長
野
県
よ
り
中
部
４
県
の
「
山
の

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
に
関
す
る
公
表
資

料
の
送
付

３
・
第
５
回
石
鎚
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
開

催
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て
（
事
前

周
知
協
力
要
請
）

４
・
今
夏
の
富
士
山
に
お
け
る
須
走
・

吉
田
ル
ー
ト
下
山
道
分
岐
位
置
に
つ
い

て５
・
田
部
井
淳
子
氏
「
エ
ベ
レ
ス
ト
か
ら

40
年
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
」７
月

３
日
㈮　

17
時
50
分
～

【
今
後
の
予
定
】

１
・
平
成
27
年
度
通
常
総
会　

６
月
20

日
㈯
14
時
～　

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

２
・
平
成
27
年
度
臨
時
理
事
会　

６
月

20
日
㈯
総
会
終
了
後　

主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
エ
フ

３
・
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

７
月
４
日
㈯　

13
時
30
分
～　

１
０
４

会
義
室（
終
了
後
集
会
室
で
懇
親
会
）

４
・
山
岳
遭
難
防
止
セ
ミ
ナ
ー　

７
月

６
日
㈪　

19
時
～
20
時
30
分　

東
京
体

育
館
第
２
会
議
室

５
・
同
好
会
連
絡
会　

７
月
６
日
㈪　

19
時
～　

１
０
４
会
議
室‥

６
・
２
０
１
５
自
然
保
護
全
国
集
会　

７
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰　

青
梅
市

７
・
宮
崎
支
部
30
周
年
記
念
式
典
、
九

州
５
支
部
交
流　

７
月
11
日
㈯
～
12
日

㈰　
‥

高
千
穂
町

８
・
山
岳
４
団
体
懇
談
会
の
開
催　

7

月
23
日
㈭　

会
場
は
別
途

９
・
新
旧
役
員
・
評
議
員
懇
談
会
の
開

催　

日
時
・
会
場
は
別
途

10
・
北
海
道
支
部
50
周
年
記
念
式
典
、

北
海
道
・
東
北
集
会　

９
月
12
日
㈯
～

13
日
㈰　

定
山
渓
温
泉

会
議
の
終
了
に
際
し
て
、
森
会
長
よ

り
、「
現
役
員
で
の
理
事
会
は
こ
れ
で

終
了
と
な
る
。
こ
の
２
年
間
、
役
員
各

位
の
ご
協
力
で
な
ん
と
か
役
目
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
、
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

平
成
27
年
６
月
20
日　

臨
時
理
事
会　

議
事
録

日
時　

平
成
27
年
６
月
20
日
㈯
16
時
00

分
～
17
時
00
分

場
所　

プ
ラ
ザ
エ
フ
会
議
室

【
出
席
者
】
小
林
政
志
、
吉
川
正
幸
、
大

久
保
春
美
、
山
田
和
人
、
神
長
幹

雄
、
佐
藤
守
、
勝
山
康
雄
、
中
山

茂
樹
、
野
口
い
づ
み
、
大
槻
利
行
、

落
合
正
治
、
山
賀
純
一
、
星
征
雅
、

直
江
俊
弐
、
谷
内
剛
各
理
事
、
平

井
拓
雄
、
重
廣
恒
夫
各
監
事

【
欠
席
者
】
な
し

理
事
全
員
が
、
臨
時
理
事
会
開
催
に

同
意
し
た
の
で
、
司
会
者
よ
り
理
事
会

開
催
が
宣
言
さ
れ
た
。

【
審
議
事
項
】

１
・
会
長
の
選
出

互
選
の
結
果
、
会
長
に
小
林
理
事
を

選
出
し
た
。（
賛
成
15
名
、
反
対
な
し
）

２
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
出

互
選
の
結
果
、
副
会
長
に
吉
川
、
大

久
保
、
山
田
各
理
事
を
、
常
務
理
事
に

神
長
、佐
藤
両
理
事
を
選
出
し
た
。（
賛

成
15
名
、
反
対
な
し
）

３
・
副
会
長
の
序
列

会
長
不
在
等
の
場
合
に
お
け
る
会
務

の
円
滑
な
運
行
を
図
る
た
め
、
副
会
長

の
序
列
を
吉
川
、
大
久
保
、
山
田
各
副

会
長
の
順
と
す
る
。（
賛
成
15
名
、
反

対
な
し
）
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30
日　

総
務
委
員
会　

１
１
０
周
年
記

念
事
業
実
行
Ｐ
Ｔ

６
月
来
室
者
５
６
１
名

会
員
異
動（
６
月
分
）

物
故

大
賀
壽
二（
３
２
５
６
）15
・
３
・
６

三
枝
礼
子（
４
２
８
５
）15
・
５
・
18

高
島
法
男（
５
４
８
２
）15
・
５
・
13

門
田
嘉
弘（
５
７
３
１
）15
・
５
・
17

藪
田
晴
重（
７
７
６
４
）15
・
６
・
17

吉
原
龍
介（
８
３
９
３
）14

浜
田
好
子（
１
１
２
５
１
）15
・
５
・
13

倉
地
省
吾（
１
１
６
３
３
）15
・
６
・
27

池
田
隼
人（
１
４
５
３
８
）15
・
６
・
17

岩
田　

修（
１
５
２
２
９
）15
・
６
・
15

中
野
有
倫（
１
５
３
９
１
）15
・
５
・
31

退
会

伊
奈
宏
司（
８
０
３
１
）山
梨‥‥‥

広
野
孝
男（
８
３
７
４
）

土
屋
末
吉（
８
９
９
２
）

井
野
千
枝
子（
１
０
０
８
８
）

高
田
哲
男（
１
０
１
７
３
）

川
畑
和
夫（
１
１
１
９
４
）福
井

松
元
邦
夫（
１
１
２
９
３
）

天
野
陽
子（
１
２
４
６
０
）

亀
井　

準（
１
３
１
９
３
）

齋
藤
勇
二（
１
５
２
９
６
）東
海

【
会
長
報
告
】

１
・
総
務
担
当
理
事
、
財
務
担
当
理
事

の
指
名

新
会
長
よ
り
、
総
務
担
当
理
事
と
し

て
佐
藤
理
事
、
財
務
担
当
理
事
と
し
て

吉
川
理
事
が
指
名
さ
れ
た
。

２
・
総
務
担
当
理
事
補
佐
の
指
名
と
常

務
理
事
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て

新
会
長
よ
り
、
総
務
担
当
理
事
補
佐

と
し
て
谷
内
理
事
が
指
名
さ
れ
、
常
務

理
事
会
へ
の
出
席
が
要
請
さ
れ
た
。

３
・
業
務
執
行
理
事
の
分
担
案
に
つ
い

て
新
会
長
よ
り
別
紙
の
担
当
案
が
提
示

さ
れ
、
次
の
理
事
会
で
確
定
し
た
い
と

報
告
さ
れ
た
。

４
・
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｗ
Ｇ
担
務
の
担

当
理
事
の
指
名
案

新
会
長
よ
り
別
紙
の
担
当
案
が
提
示

さ
れ
、
次
の
理
事
会
で
確
定
指
名
し
た

い
と
報
告
さ
れ
た
。

6月6月

１
日　

総
務
委
員
会　

２
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

３
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会‥

資
料
映
像
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

４
日　

緑
爽
会

５
日　
「
山
の
日
」
事
業
委
員
会

６
日　

海
外
委
員
会

８
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

９
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

九

五
会

10
日　

理
事
会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ　

山
想
倶
楽
部

11
日　

自
然
保
護
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ

12
日‥‥

支
部
事
業
委
員
会　

ル
ー
ム
検

討
Ｗ
Ｇ

15
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

16
日　

00
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

17
日　

青
年
部　

三
水
会　

つ
く
も
会

18
日　

科
学
委
員
会　

み
ち
の
り
山
の

会　

休
山
会

22
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

23
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

遭
難
対
策
委
員
会

24
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

山
遊
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

25
日　

有
志
閑
談
会　

学
生
部　

01
会

緑
爽
会

26
日　

自
然
保
護
委
員
会　

山
の
自
然

学
研
究
会　

総
務
委
員
会

29
日　

常
務
理
事
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

◆
有
元
利
通　

富
士
山
を
中
心
と
し
た

山
の
写
真
展

期
間　

２
０
１
５
年
７
月
３
日
㈮
～
７

月
31
日
㈮

会
場　

富
嶽
温
泉‥

花
の
湯（
富
士
宮
市

ひ
ば
り
ヶ
丘
８
０
５　

‥
‥

０
５
４
４　
２
８　
１
１
２
６
）

入
場
無
料

後
援　

富
嶽
温
泉‥

花
の
湯
、
富
士
宮

市
、
日
本
山
岳
会
静
岡
支
部

◆
北
ア
・
爺
ヶ
岳
～
烏
帽
子
岳
縦
走

	

集
会
委
員
会

北
ア
ル
プ
ス
全
山
縦
走
シ
リ
ー
ズ
第

４
回
。
北
ア
ル
プ
ス
の
隠
れ
た
名
コ
ー

ス
の
爺
・
針
ノ
木
・
蓮
華
・
船
窪
・
烏

帽
子
ま
で
縦
走
し
ま
す
。

日
程　

９
月
３
日
㈭
～
８
日
㈫
（
プ
ラ

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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ス
予
備
日
１
日
）

集
合　

３
日
17
時
、
大
町
近
辺
宿
泊
施

設

行
程　

扇
沢
～
種
池
山
荘
（
爺
ヶ
岳
往

復
）
～
針
ノ
木
小
屋
～
蓮
華
岳
～

船
窪
小
屋
～
船
窪
岳
～
烏
帽
子

小
屋
～
七
倉
温
泉

解
散　

８
日
昼
ご
ろ
、
七
倉
温
泉

費
用　

５
万
２
０
０
０
円
程
度（
５
泊

分
）

募
集
人
数　

15
名

申
込
み　

８
月
10
日
ま
で　

清
登
緑
郎

０
９
０　
９
３
２
５　
８
２
５
８

syukai@
jac.or.jp

参
加
者
に
は
詳
細
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
チ
ベ
ッ
ト
講
演
と
懇
親
会（
４
回
目
）

	

海
外
委
員
会

チ
ベ
ッ
ト
人
が
低
酸
素
に
強
い
本
当

の
理
由
と
は
…
…
古
人
類
学
が
教
え
る

驚
愕
の
事
実
。チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ
ー
ル
・

天
山
・
カ
ラ
コ
ル
ム
・
北
極
圏
な
ど
で

調
査
・
研
究
。
高
所
医
学
の
権
威
・
増

山
茂
教
授
に
よ
る
講
演
と
懇
親
会
。

日
時　

９
月
５
日
㈯‥‥

14
～
16
時

場
所　

日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

参
加　

講
演
＆
懇
親
セ
ッ
ト
１
０
０
０

円（
学
生
５
０
０
円
）

定
員　

40
名　

メ
ー
ル
申
込
み
順
（
広

く
会
員
外
も
可
能
で
す
）

申
込
み　

jktjapanjkt@
yahoo.co.jp‥

海
外
委
員
会
・
チ
ベ
ッ
ト
勉
強

会
・
田
口
憲
司

◆
南
ア
・
仙
丈
ヶ
岳
～
北
岳
縦
走

	

集
会
委
員
会

丹
渓
新
道
を
経
て
仙
丈
ヶ
岳
に
登
り

仙
塩
尾
根
を
た
ど
っ
て
北
岳
へ
と
縦
走
。

ボ
ー
コ
ン
沢
の
頭
よ
り
嶺
朋
ル
ー
ト
を

広
河
原
に
下
る
。

日
程　

10
月
１
日
㈭
～
５
日
㈪
（
プ
ラ

ス
予
備
日
１
日
）

集
合　

１
日
18
時　

仙
流
荘

解
散　

５
日
13
時
半
ご
ろ
、
広
河
原

費
用　

３
万
７
０
０
０
円
位（
４
泊
分
）

定
員　

15
名

申
込
み　

９
月
10
日
ま
で

菊
池
武
昭

＆

03　
３
９
９
１　
３
６
１
１

syukai@
jac.or.jp

＊
申
込
み
者
に
詳
細
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
第
19
回
森
の
勉
強
会
ご
案
内

（
東
海
支
部
、
関
西
支
部
、
京
都
・
滋

賀
支
部
）

期
日　

10
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

場
所　

京
都「
花
園
会
館
」（
臨
済
宗
大

本
山
妙
心
寺
内
）

宿
泊　

会
議
場
と
同
じ
「
花
園
会
館
」

（
先
着
30
名
）

日
程　

10
月
24
日
㈯　

森
の
勉
強
会
14
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❖
編
集
後
記
❖

◦
総
会
後
の「
山
」は
、
掲
載
資
料
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
毎
年
増
ペ
ー
ジ
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ス
４
ペ
ー
ジ
に

収
め
て
き
た
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
８
ペ

ー
ジ
増
え
て
28
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

新
旧
会
長
の
挨
拶
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か

の
理
事
・
監
事
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
来

月
号
以
降
に
載
せ
る
予
定
で
す
。
な
お
、

今
回
の
役
員
改
正
に
と
も
な
い
、
会
報

担
当
理
事
が
神
長
幹
雄
さ
ん
に
な
り
ま

し
た
。
旧
担
当
理
事
の
節
田
重
節
さ
ん

に
は
、
今
後
も
校
正
・
校
閲
な
ど
を
中

心
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
校
了
日
の
今
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
。

こ
の
週
末
は
全
国
的
に
天
気
が
よ
く
、

山
も
大
賑
わ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

の
あ
と
の
台
風
通
過
後
に
は
、
梅
雨
明

け
が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
安
全

登
山
を
心
が
け
、
よ
い
夏
山
シ
ー
ズ
ン

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。‥

（
柏
澄
子
）

～
15
時
＝
受
付
開
場　

15
～
17

時
＝
講
演
「
嵐
山
の
景
観
は
い
か

に
し
て
守
ら
れ
て
い
る
か
」
京
都

府
立
大
学
・
三
好
岩
生
先
生
18
～

20
時
＝
夕
食
と
懇
親
会‥

　

‥

10
月
25
日
㈰　

現
地
見
学
７
～

８
時
＝
朝
食
８
時
30
分
＝
集
合
、

嵐
電
に
て
嵐
山
駅
へ　

嵐
山
「
内

側
か
ら
見
る
森
の
変
化
と
景
観

保
全
」（
現
地
案
内
・
三
好
岩
生

先
生
）　

下
山
後
（
14
時
ご
ろ
）　

天
竜
寺
拝
観（
無
料
）

参
加
費
用　

１
万
６
０
０
０
円
（
24
日

の
懇
親
会
、宿
泊
、25
日
朝
食
、弁

当
、
講
師
謝
礼
含
む
）。
交
通
費

は
各
自
負
担
願
い
ま
す
。

駐
車
場　

24
、
25
日
２
日
間
は
花
園
会

館
に
駐
車
可

申
込
み　

参
加
者
名
、
住
所
、
電
話
番

号
等
を
明
記
し
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
酒
井

展
弘
（
京
滋
支
部
）　

〒
６
１
７　

０
０
０
３　

向
日
市
森
本
町
東

ノ
口
15　

13　

０
７
５　
９
２
２　
２
１
０
２

m
t-sakai-ht-307@

hera.
eonet.ne.jp

申
込
み
期
限　

９
月
20
日
㈰

受
付
後
に
会
場
案
内
等
送
付
致
し
ま
す
。




